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ふるさと納税の輪を広げよう
ご親戚、ご友人に

　ふるさと納税は、市にとって貴重な財源となるだけで
なく市の特産品を全国にＰＲできるため、地域の活性化
につながります。
　寄付者は、お礼品に加え、住民税などが軽減される
というメリットがあります。ぜひ、市外にお住まいのご
親戚、ご友人などに上天草市へのふるさと納税をご紹
介ください。

▼
ア
ロ
マ
で
開
催
さ
れ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
戦
で
は
、

リ
ン
グ
サ
イ
ド
の
す
ぐ
そ
ば
に
陣
取
っ
て
取
材
し
ま
し

た
。広
報
担
当
の
特
権
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、迫

力
あ
る
試
合
を
間
近
に
感
じ
て
き
ま
し
た
。▽
熊
本
地

震
か
ら
の
復
興
に
取
り
組
む
熊
本
で
世
界
戦
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
本
当
に
意
義
が
あ
る
こ
と
で
す
。会
場
に

来
れ
な
か
っ
た
人
も
含
め
大
勢
の
人
が
勇
気
づ
け
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。発
生
か
ら
や
が
て
一
年
。一
日
も
早
い

復
興
を
祈
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

▼
先
日
、人
吉
で
開
催
さ
れ
た
広
報
担
当
の
協
議
会
に

出
席
し
ま
し
た
。協
議
会
で
は
、各
市
の
広
報
に
対
す

る
思
い
や
現
状
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、ま
た
、ツ
イ
ッ

タ
ー
や
ラ
イ
ン
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
も
あ
り
、以
前
と
比
べ
広
報
の
あ
り
方
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。今
回
学
ん
だ
こ

と
を
も
と
に
、も
っ
と
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
広
報
上

天
草
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。　
　
（
Ｎ
）

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）
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あ
り
が
と
う
。

未
来
に
羽
ば
た
き
ま
す



特集・

海に囲まれた島国・日本。昔から船による輸送が盛んに行われています。
毎日の生活に必要な食料品や日用品の他、石油製品、鉄鋼などの貨物も
船によって港から港に運ばれます。この日本を支える産業・海運業を営
む会社が上天草には数多く存在します。今回は、上天草市の基幹産業の
ひとつである海運業で働く「船員」にスポットを当てました。

特集・海を舞台にはたらく

海を舞台にはたらく

　
国
内
貨
物
の
輸
送
手
段
は
主

に
、
自
動
車
・
船
舶
、
鉄
道
・

航
空
機
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
中

で
、
船
舶
で
貨
物
を
運
ぶ
輸
送

手
段
の
こ
と
を
内
航
海
運
と
い

い
ま
す
。

　

内
航
海
運
の
輸
送
活
動
量

シ
ェ
ア
は
、
約
51
％
の
自
動
車

に
次
い
で
約
44
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
貨
物
の
内
訳
を
み
る
と
、

石
油
製
品
・
石
灰
石
、
鉄
鋼
、

製
造
工
業
品
、
セ
メ
ン
ト
な
ど

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
平
均
輸
送
距
離

は
、
自
動
車
の
10
倍
に
あ
た
り
、

重
い
物
を
遠
く
に
運
ぶ
た
め
に

欠
か
せ
な
い
輸
送
手
段
と
な
っ

て
い
ま
す
。

日
本
の
暮
ら
し
を
支
え
る

海
運
業

　
さ
ら
に
内
航
海
運
の
貨
物
輸

送
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

ト
ラ
ッ
ク
の
１
／
５
、
航
空
機

の
１
／
40
で
、
排
出
す
る
二
酸

化
炭
素
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
１

／
５
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
良

く
、
環
境
に
優
し
い
た
め
、
地

球
温
暖
化
が
進
む
今
、
海
運
業

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
労
働
者
は
、

契
約
社
員
・
派
遣
社
員
な
ど
と

い
っ
た
非
正
規
雇
用
で
雇
わ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、

平
均
賃
金
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
特
に
若
者
は
経
済

的
余
裕
が
な
い
状
況
で
す
。

　
一
方
で
、
船
に
乗
っ
て
働
く

船
員
は
、
船
員
法
な
ど
の
法
律

で
手
厚
く
労
働
条
件
が
守
ら
れ

て
お
り
、
経
済
的
な
心
配
が
少

な
い
職
業
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

乗
船
中
の
食
事
は
法
律
の
定
め

に
よ
り
会
社
負
担
で
提
供
さ
れ

る
た
め
、
乗
船
中
に
お
金
を
使

う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
一
般
的
な
陸
上
職

に
比
べ
て
給
料
が
良
く
、
技
術

職
で
あ
る
た
め
、
転
職
に
有
利

で
乗
船
履
歴
や
海
技
士
の
資
格

な
ど
に
応
じ
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
可
能
で
す
。

　
日
本
の
産
業
や
暮
ら
し
を
支

え
る
内
航
海
運
も
そ
れ
を
運
行

す
る
船
員
が
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
上
天
草
市
に
は
、
海
運
業
を

営
む
会
社
が
１
０
０
社
以
上
あ

り
、
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

し
か
し
、
近
年
は
、
若
い
船
員

の
担
い
手
が
少
な
く
、
船
員
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
海
運
組
合
理
事
長
の
深

水
保
廣
さ
ん
は
、「
昔
は
も
っ

と
会
社
も
船
員
も
多
か
っ
た
が
、

近
年
は
か
な
り
減
少
し
ま
し

給
与
・
待
遇
面
で
有
利

若
年
船
員
の
確
保
が
課
題

た
」
と
話
し
ま
す
。
高
収
入
・

好
待
遇
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

担
い
手
不
足
に
悩
む
海
運
業
界
。

上
天
草
市
で
は
、
海
運
組
合
を

は
じ
め
、
業
界
を
上
げ
て
船
員

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

深
ふか

水
みず

保
やす

廣
ひろ

さん（松島町）

松島輸送船株式会社代表取締役。熊本県
海運組合理事長も務める。67歳。

■輸送機関別輸送量■主要品目別内航輸送量

鉄鋼等
11.9％

石灰石等
19.9％

セメント
10.2％

自動車等
4.8％

化学薬品・肥料・その他
5.1％

砂利・砂・石材 3.8％

製造工業品
11.2％

石油製品
22.9％

その他
10.1％

平成26年度
輸送活動量
㌧㌔ベース 自動車

50.6％

航空
0.3％

内航海運
44.1％

鉄道
5.1％

平成26年度
輸送機関別
輸送活動量

※トンキロとは貨物量（トン）に、
　運んだ距離（キロ）をかけたもの ※端数を四捨五入しているため100％にはなりません
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特集・海を舞台にはたらく

　
内
航
船
に
は
、
船
の
最
高
責

任
者
で
あ
る
船
長
、
船
の
運
航

を
担
当
す
る
航
海
士
、
エ
ン
ジ

ン
な
ど
を
管
理
す
る
機
関
長
・

機
関
士
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
他
、
船
の
大
き
さ
や
種
類
な

ど
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

を
補
佐
す
る
部
員
や
食
事
作
り

を
担
当
す
る
司
厨
部
員
が
乗
船

し
ま
す
。

　
船
は
、
港
に
着
く
ま
で
昼
夜

関
係
な
く
、
24
時
間
航
海
し
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
船
員
は

時
間
を
分
け
て
交
代
で
業
務
に

あ
た
り
ま
す
。
基
本
的
な
１
日

の
流
れ
と
し
て
４
時
間
の
当
直

勤
務
を
行
っ
た
後
、
８
時
間
の

休
憩
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
２
回

繰
り
返
し
ま
す
。

　
大
矢
野
町
登
立
の
有
限
会
社

美
津
茂
汽
船
で
機
関
士
と
し
て

働
く
木
村
駿
佑
さ
ん
も
船
員
の

一
人
で
す
。
国
立
口
之
津
海
上

　
「
海
に
携
わ
る
仕
事
が
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
時
、
こ
の
学

校
で
海
技
士
の
資
格
が
取
れ
る

と
聞
い
て
入
学
し
ま
し
た
」

　
船
員
を
目
指
し
、
苓
北
町
の

県
立
天
草
拓
心
高
校
マ
リ
ン
校

舎
に
通
う
窄
口
大
哉
さ
ん
は
大

矢
野
中
出
身
。

　
高
校
で
は
、
海
技
士
国
家
試

験
に
向
け
た
勉
強
の
他
、
海
図

の
見
方
や
、
計
器
の
使
い
方
、

ロ
ー
プ
の
結
び
方
な
ど
の
実
践

的
な
訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
年
時
か
ら
あ
る
航
海

実
習
で
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
と
呼
ば

れ
る
操
舵
室
に
立
ち
、
見
張
り

に
従
事
す
る
経
験
も
積
み
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
現
役
の
船
員
と
一

緒
に
、
船
が
計
画
通
り
進
ん
で

い
る
か
や
、
他
の
船
と
衝
突
の

恐
れ
が
な
い
か
な
ど
を
見
張
り

ま
す
。

　
「
実
習
で
は
、
船
長
や
航
海

船
員
と
し
て
は
た
ら
く

船
員
に
な
る
夢
を
か
な
え
る

技
術
学
校
を
卒
業
後
、
６
カ
月

の
乗
船
実
習
を
終
え
、
19
歳
の

時
に
父
が
経
営
す
る
今
の
会
社

に
就
職
。「
う
ち
の
会
社
は
主

に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
飼
料

を
運
ん
で
い
ま
す
。
船
だ
と
、

遠
く
の
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
い

け
る
の
で
楽
し
い
で
す
よ
」
と

話
し
ま
す
。

　
機
関
士
と
し
て
働
く
木
村
さ

ん
は
、
物
心
つ
く
前
か
ら
、
以

前
船
員
だ
っ
た
母
親
と
一
緒
に

船
に
乗
っ
て
い
た
と
い
い
、
海

運
業
に
就
く
こ
と
が
自
然
な
流

れ
だ
っ
た
と
話
し
ま
す
。「
船

員
の
仕
事
は
交
代
制
で
時
間
が

決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
規
則
正

し
い
リ
ズ
ム
で
生
活
が
で
き
ま

す
」
部
屋
は
一
人
部
屋
で
、
休

憩
時
間
は
、
趣
味
や
勉
強
な
ど

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

る
時
間
。「
録
り
た
め
た
テ
レ

ビ
番
組
を
見
る
の
が
楽
し
み
で

船
員
の
し
ご
と

船
員
の
生
活

す
」
と
木
村
さ
ん
。

　
「
う
ち
に
は
、
料
理
人
が
い

な
い
の
で
、
私
が
船
に
乗
る
と

き
は
料
理
も
担
当
し
ま
す
。
大

変
で
す
が
、
お
か
げ
で
手
の
込

ん
だ
料
理
で
な
け
れ
ば
だ
い
た

い
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
笑
い
ま
す
。

　
休
み
の
時
は
、
友
人
と
遊
ぶ

こ
と
が
多
い
と
い
う
木
村
さ
ん
。

船
員
の
１
年
は
、
３
カ
月
間
乗

船
し
て
１
カ
月
間
の
休
暇
（
ま

た
は
、
２
カ
月
乗
船
、
20
日
程

度
休
暇
）
を
繰
り
返
す
の
で
休

暇
中
は
長
期
の
旅
行
な
ど
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
と
ま
っ
た
休
み
が

あ
り
ま
す

陸にいては見られない景色
を見ることができます

窄
さこぐち

口大
ともや

哉さん

熊本県立天草拓心高校マリン校舎で船員を目指して
勉強中。海洋科学科２年。大矢野中出身。

木
き

村
むら

駿
しゅん

佑
すけ

さん（大矢野町）

夢は船長になること

士
の
方
と
接
す
る
機
会
が
あ
り
、

船
長
を
目
指
す
自
分
に
と
っ
て

貴
重
な
体
験
で
し
た
」
と
窄
口

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
実
習
の
時
は
、
船
酔
い
に
悩

ま
さ
れ
た
窄
口
さ
ん
で
す
が
、

船
員
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い

に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
拓
心

航
海
実
習
は
貴
重
な
体
験

未
来
に
向
か
っ
て

前
に
進
む

高
校
で
は
、
５
級
海
技
士
を
と

る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
窄
口
さ
ん

は
、
さ
ら
に
上
級
の
４
級
を
目

指
し
、
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
学
校
生
活
の
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
あ
る
部
活
で
は
、
カ
ッ

タ
ー
部
に
所
属
。
海
上
で
手
漕

ぎ
の
船
に
乗
り
速
さ
を
競
う
競

技
で
、
昨
年
夏
の
大
会
で
は
全

国
３
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

「
次
の
目
標
は
全
国
制
覇
で
す
」

と
言
い
切
り
、
部
活
と
勉
強
の

両
立
を
誓
い
ま
す
。

　
「
将
来
は
乗
組
員
に
頼
ら
れ

る
船
長
に
な
り
た
い
」
と
窄
口

さ
ん
は
海
を
見
つ
め
ま
す
。
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非番
（休憩）

当直
勤務

朝食

乗船 休暇 乗船 休暇 乗船 休暇

非番
（休憩）

当直
勤務

夕食

昼食
午前 午後

■３ヶ月乗船・１ヶ月休暇のスケジュール例
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

■船員の生活

▲ 船長や航海士が操船を行う操舵室。一般に  
    「ブリッジ」と呼ばれる

一般 ６級海技士
短期養成科

4.5
カ月 ６級海技士

中学校

中学校

高校 /一般

高校

ステップアップ

海技士資格を取得するには、働きながら乗船履歴を積ん
で国家試験を受ける方法もありますが、船員養成学校へ
の入学のほか、短期講習で6級海技士の資格が取得でき
る「6級海技士短期養成講座」の道もあります。

海上
技術学校

海上技術
短期大学校

３年間

２年間

４級海技士

４級海技士

海技
大学校 ２年

３級海技士商船高等
専門学校

5.5
年間

東京海洋大学
/神戸大学 ３級海技士４年間

有限会社美津茂汽船で機関士として働く。
19歳の時に入社し、４年目の23歳。

船員への道（資格取得まで）
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特集・海を舞台にはたらく

　
「
船
に
は
ど
ん
な
荷
物
を
積

ん
で
い
る
ん
で
す
か
？
」「
船

に
乗
っ
て
い
る
時
は
寂
し
く
な

い
で
す
か
？
」
な
ど
の
質
問
が

次
々
に
児
童
か
ら
飛
び
ま
す
。

　

２
月
13
日
（
月
）、
登
立
小

の
教
室
と
、
広
島
県
大
崎
上
島

町
に
停
泊
中
の
貨
物
船
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ん
で
児
童
と

船
員
が
映
像
を
通
し
て
会
話
を

す
る
『
海
運
疑
似
体
験
シ
ス
テ

ム
』
の
実
証
実
験
が
あ
り
ま
し

た
。
実
験
は
、
子
ど
も
た
ち
に

海
運
業
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
市
が
企
画
。
市
内
海
運

業
者
な
ど
で
つ
く
る
「
上
天
草

市
海
運
業
次
世
代
人
材
育
成
推

進
協
議
会
」
が
協
力
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
６
年
生
36
人
の
目

若
者
に
伝
え
て
い
く
こ
と

　
松
島
町
に
あ
る
雄
和
海
運
の

浦
山
さ
ん
は
、
60
人
以
上
の
従

業
員
を
抱
え
る
海
運
会
社
の
代

表
。
会
社
を
経
営
す
る
傍
ら
、

海
運
業
の
Ｐ
Ｒ
や
船
員
の
育
成

な
ど
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。
海

技
系
の
学
生
に
は
、
実
際
の
現

場
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
体

験
乗
船
を
実
施
し
た
り
、
地
元

海
運
業
を
体
験
す
る
授
業

の
前
に
は
、
縦
１
㍍
、
横
４
㍍

の
巨
大
パ
ネ
ル
が
置
か
れ
、
広

島
県
に
あ
る
コ
ン
テ
ナ
船
『
と

き
わ
（
真
宝
海
運
（
松
島
町
）

所
有
）』
の
船
内
が
映
し
出
さ

れ
る
と
、
機
関
長
の
大
山
瑞
貴

さ
ん
と
生
中
継
で
船
員
の
仕
事

や
暮
ら
し
に
つ
い
て
や
り
取
り

を
し
ま
し
た
。

　
ま
る
で
そ
の
場
に
い
る
か
の

よ
う
な
臨
場
感
で
、
児
童
た
ち

は
、
食
い
入
る
よ
う
に
画
面
を

見
つ
め
な
が
ら
大
山
さ
ん
の
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
登
立
小
で
講
師
を

務
め
た
雄
和
海
運
代
表
取
締
役

の
浦
山
秀
大
さ
ん
か
ら
、
海
運

業
は
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
船
員
の
確
保
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
聞

く
と
、
岡
本
瑠
心
君
は
「
今
日

は
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
興
味
が
わ

い
て
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
他
の
学

校
で
も
こ
の
体
験
シ
ス
テ
ム
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。　

小
学
校
な
ど
へ
も
『
出
前
講

座
』
と
し
て
出
向
き
、
海
運
業

の
魅
力
や
果
た
す
役
割
な
ど
を

伝
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
業
界
に
は
女
性
の
船
員
も

い
ま
す
。
船
長
で
、
子
ど
も
が

２
人
い
る
と
い
う
人
も
い
ま
す

よ
」
実
際
に
、
こ
と
し
松
島
町

の
中
学
校
を
卒
業
後
、
船
員
を

志
し
、
海
上
技
術
学
校
に
行
く

女
の
子
も
い
る
と
い
い
ま
す
。

「
地
道
な
Ｐ
Ｒ
活
動
が
実
っ
て

き
た
の
か
な
」
と
浦
山
さ
ん
は

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
浦
山
さ
ん
は
、
先
代
の
父
親

が
亡
く
な
っ
た
時
に
会
社
を
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

時
25
歳
。
今
は
、
船
員
と
し
て

船
に
乗
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
継
い
で
か
ら
７
年
ほ
ど
は

船
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
船
に
乗
る
時
は
、
長
期
間

家
を
離
れ
る
の
で
、
正
直
寂
し

い
思
い
も
し
ま
す
。
た
だ
、

帰
っ
た
時
に
家
族
に
会
え
る
喜

び
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た

い
」
と
振
り
返
り
「
人
生
に
メ

リ
ハ
リ
が
つ
く
」
と
浦
山
さ
ん
。

　
船
員
が
少
な
く
、
担
い
手
も

少
な
い
今
、
特
に
若
手
船
員
は
、

引
く
手
あ
ま
た
で
す
。「
万
が

一
、
会
社
が
倒
産
し
て
も
海
技

士
資
格
が
あ
れ
ば
、
良
い
条
件

で
雇
っ
て
く
れ
る
会
社
が
あ

る
」
と
言
い
ま
す
。

　　

市
の
基
幹
産
業
・
海
運
業
。

将
来
、
地
元
か
ら
、
世
界
の
海

を
舞
台
に
働
く
若
者
が
増
え
て

い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
終
）

浦
うら

山
やま

秀
ひで

大
ひろ

さん（松島町）

体
験
乗
船
や
出
前
講
座
で

伝
え
る

海
が
あ
な
た
を

呼
ん
で
い
る

左）内航海運に関するクイズにタブレット
を使って回答する児童たち
右）真剣な表情で『ときわ』の中継を見つ
める児童

人生の "メリハリ” がつく
仕事です

目
を
輝
か
せ
る
児
童
た
ち

雄和海運株式会社代表取締役。船員の育
成や海運業のＰＲに尽力する41歳。

上天草市では、まち・ひと・しごと総合戦略を策定し「海運業の振興と担い手育成」
を掲げ、海運業の継続的な振興を図るために支援を行っています。

支援制度があります

■新規海技免許取得補助金 ■定住促進船員就職祝金

■上級海技士免許取得補助金

■定住促進船員家賃補助金

海技士資格を有していない40歳未満の人を雇用した
市内海運事業者に対して、早期資格取得を目的とし
た短期養成コース受講および乗船履歴取得後に６級
海技士資格を取得した人の講習費用と講習期間の人
件費の一部を補助。

市外から転入した人、または新卒者が市内海運事業
者に就職し、海技免許を有する人に祝金を交付。

新たに市外から転入した人で、市内海運事業者に雇
用されている人が、民間借家の家賃の一部を補助。

市内海運事業者に雇用され、既に海技免許を有して
いる人が上級の海技免許を取得する際に経費の一部
を補助。

※この他、海運事業者を対象とした支援制度なども
あります。詳しくはお問い合わせください。

【問合せ先】　産業雇用創出課　☎0964（26）5531
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事
例
1

☛高校3年間 : 新制度（H29年度~）で貸与を受け、卒業から1年後に市内に居住・就業し、さらにその後、
市外へ転出・就業

☛返還計画 : 返還総額72万円　期間10年　年額7万2千円（月額6千円）
☛助成可能年額 :7万2千円（72万円 /10年）�

年度 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42

状況 高１ 高２ 高３ 市外
就業

市内
就業

市外
就業

貸与 240 240 240

返還 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72

助成 72 72 72 72
720

事
例
２

☛大学1・2年 : 現行制度（H27・H28年度）で貸与
☛大学3・4年 : 新制度（H29年度~）で貸与を受け、卒業から3年後に市内に居住・就業
☛返還計画 : 返還総額144万円　期間10年　年額14万4千円（月額1万2千円）
※年額14万4千円の内訳（H27・28年度分 :7万2千円　H29・30年度分 :7万2千円）
※返還総額の半分が新制度を利用しているため、この部分が一定の要件を満たした場合、助成の対象となる。

☛助成可能年額 :7万2千円（72万円 /10年）�

年度 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

状況 大１ 大２ 大３ 大４ 市内
就業

貸与 360 360 360 360

返還 144 144 144 144 144 144 144 144 144 144

助成 72 72 72 72 72 72 72
720 720

事
例
３

☛高校1・2年 : 現行制度（H27・H28年度）で貸与
☛高校3年 : 新制度（H29年度）で貸与を受け、卒業から1年後に市内に居住・就業し、その後、市外へ転
出・就業、さらに市内へ居住・就業

☛返還計画 : 返還総額72万円　期間3年　年額24万円（月額2万円）
※年額24万円の内訳（H27・28分 :16万円　　H29分 :8万円）×3年で完納
※返還総額の3分の1が新制度を利用しているため、この部分が一定の要件を満たした場合、助成の対象となる。

☛助成可能年額 :2万4千円（24万円 /10年）�

年度 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

状況 高１ 高２ 高３ 市外
就業

市内
就業

市外
就業

市内
就業

貸与 240 240 240

返還 240 240 240

助成 24 24 24 24 24 24
480 240

※学校などを卒業後、10年以内に市内に居住・就業した期間に応じて、貸与総額の10分の1相当額を最大10年
間交付します。一括あるいは、10年より短期間で返納した場合でも、助成期間や1回の助成額は変わらず、毎
年度交付申請手続を行ってください。前年度の市内での居住、就業等を確認したうえで助成金を交付します。

上天草市内に居住・就業した人の
奨学金返還を支援します。

市内就業期間（４年間）のみ助成

助成金対象
市外転出・就業のため助成なし

市内就業期間（７年間）のみ助成

市外就業

助成金
対象外

助成金
対象

卒
業

助成金
対象外

助成金
対象

市内就業期間（４年間）のみ助成

◆対象：平成29年度以降に貸与を受けた上天草市奨学金

『未来への夢をつなぐ天草五橋奨学金返還支援制度』

◆助成開始：平成31年度から
■問合せ先　学務課学務係（松島庁舎）　☎0969（28）3364

　
こ
の
制
度
は
、
人
口
減
少
が

加
速
し
て
い
る
上
天
草
市
に
お

い
て
、
若
者
の
地
元
定
着
を
促

進
す
る
た
め
、
現
行
の
上
天
草

市
奨
学
金
貸
与
条
例
に
基
づ
く

奨
学
金
（
以
下
「
奨
学
金
」）

の
貸
与
を
受
け
返
還
し
た
場

合
、
高
校
・
大
学
な
ど
を
卒
業

後
10
年
以
内
に
本
市
に
居
住
・

就
業
し
た
期
間
分
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

　
平
成
29
年
度
以
降
、
当
該
奨

学
金
の
貸
与
を
受
け
る
人
は
同

制
度
の
「
対
象
」
と
な
り
ま
す

が
、
既
に
高
校
、
大
学
な
ど
を

卒
業
し
返
還
が
始
ま
っ
て
い
る

人
は「
対
象
外
」と
な
り
ま
す
。

　
奨
学
金
の
貸
与
申
請
手
続
は

従
来
ど
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
学
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度
以
降
に
貸
与
を

受
け
た
上
天
草
市
奨
学
金
貸
与

条
例
に
基
づ
く
奨
学
金

対
象
と
な
る
奨
学
金

対
象
と
な
る
人

次
の
全
て
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
高
校
、
大
学
な
ど
を
卒
業
後

平
成
30
年
4
月
1
日
以
降
に

当
該
奨
学
金
を
返
還
し
た
人

②
高
校
、
大
学
な
ど
を
卒
業
後

10
年
以
内
に
本
市
に
居
住
・

就
業
し
て
い
る
人

③
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
人
（
世
帯
全
員
）

※
平
成
28
年
度
ま
で
に
貸
与
を

受
け
た
奨
学
金
は
本
制
度
の

「
対
象
外
」
で
す
。

　
高
校
、
大
学
等
卒
業
後
10
年

以
内
に
本
市
に
居
住
・
就
業
し

た
期
間
に
応
じ
て
貸
与
総
額
の

10
分
の
1
相
当
額
を
最
大
10
年

間
助
成

　
毎
年
4
月
1
日
か
ら
6
月
末

日
ま
で
に
学
務
課
へ
必
要
な
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
金
の
額

申
請
手
続

助
成
金
の
支
給

◆奨学金の返還と助成の事例

（金額単位：千円）

（金額単位：千円）

（金額単位：千円）

※
平
成
31
年
度
か
ら
開
始

〇
申
請
書
実
績
報
告
書
：
学
務

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

〇
住
民
票
：
市
役
所
各
窓
口
で

発
行

〇
就
業
証
明
書
：
勤
務
先
で
発

行
（
自
営
業
の
場
合
は
確
定

申
告
書
な
ど
の
写
し
）

〇
納
税
証
明
書
（
未
納
が
な
い

証
明
書
）：
市
役
所
各
窓
口

で
発
行

〇
返
還
証
明
書
：
学
務
課
で
発

行
　
助
成
金
は
奨
学
金
を
返
還
さ

れ
た
翌
年
度
に
貸
与
総
額
の
10

分
の
1
相
当
額
を
支
給

※
奨
学
金
を
一
括
あ
る
い
は
10

年
よ
り
短
期
間
で
返
還
し
た
場

合
で
も
、
助
成
期
間
や
1
回
の

助
成
額
は
変
わ
ら
ず
、
毎
年
度

交
付
申
請
手
続
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
前
年
度
の
市
内
で
の
居

住
・
就
業
状
況
を
確
認
し
た
上

で
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対象期間（10年間）

対象期間（10年間）

卒
業

対象期間（10年間）

市内就業期間
（２年間）のみ助成

卒
業
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4月23日（日）は上天草市議会議員一般選挙の投票日

■郵便による不在者投票の対象者は、次に該当する人です

■郵便による不在者投票は、あらかじめ郵便投票証明書の交付を受ける必要があります

■郵便による不在者投票における代理記載制度
　郵便による不在者投票の対象者で、さらに上肢または視覚の障がい（1級など）に該当する人は、あらか
じめ選挙管理委員会に届出をした代理記載人1人（選挙権を有する人に限る）に、投票に関する記載をさせ
ることができます。

4 身体に重度の障がいがある人は、郵便で不在者投票ができます

○投票手続○郵便投票証明書の交付申請
　投票に先立って郵便による不在者投票をす
ることができる人であることを証明する「郵
便投票証明書」の交付を、名簿登録地の上天
草市選挙管理委員会に申請します。

上
天
草
市
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
人

①申請
　申請書（署名必要）、対象の手帳など

上
天
草
市
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
人

③
自
宅
で
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
記
載
し
、

　
投
票
用
封
筒
に
入
れ
た
後
、
表
面
に
署
名

注意：手続には、約１週間程かかりますので、
　　　早めに手続きをお願いします。

○身体障害者手帳をお持ちの人
1級 2級 3級

両下肢、体幹、移動機能 ○ ○ 該当なし
心臓、じん蔵、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸 ○ － ○

免疫、肝臓 ○ ○ ○

○戦傷病者手帳をお持ちの人
特別項症 第1項症 第2項症 第3項症

両下肢、体幹 ○ ○ ○ ○
心臓、じん臓、呼
吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

○ ○ ○ ○

○介護保険の被保険者証をお持ちの人
要介護状態区分 要介護5

②郵送等
　郵便投票証明書の交付

①投票用紙・投票用封筒の請求
　申請書（署名必要）、対象の手帳など

②郵送等
　投票用紙、投票用封筒

④郵送等
　投票用紙、投票用封筒

3 船員で選挙人名簿登録証明書をお持ちの人へ
○選挙人名簿登録証明書の有効期間は大丈夫ですか。期限切れの場合、再交付が受けられますので、交付申
請を行ってください。

○船員でなくなったなどの理由で選挙人名簿登録証明書が不要となった人は、返却のうえ、取下げの手続き
を行ってください。この手続きを終えないと、選挙のたびに選挙人名簿登録証明書が必要となります。

○選挙人名簿登録証明書を紛失した人は、「紛失届」と、再交付申請が必要となります。
○申請には、選挙人名簿登録証明書交付申請書、船員手帳が必要です。
○証明書の交付には、1週間程度かかりますので、早めの手続きをお願いします。

　投票当日に仕事や旅行、買い物などで投票できない予定の人は、期日前投票ができます。
期日前投票所 期間 投票時間

大矢野庁舎書庫棟
松島庁舎

4月17日（月）~22日（土） 午前8時30分 ~午後8時
姫戸統括支所
龍ヶ岳統括支所

湯島出張所 4月20日（木）~22日（土） 午前9時~午後3時

2 選挙当日に用事のある人は期日前投票を

投票区 投票所
第1投票区 大矢野農村婦人の家
第2投票区 登立小学校体育館
第3投票区 岩谷公民館
第4投票区 上公民館
第5投票区 上北体育館
第6投票区 鳩の釜公民館
第7投票区 中南小学校体育館
第8投票区 中北小学校体育館
第9投票区 江後公民館
第10投票区 下山公民館
第11投票区 維和中学校体育館
第12投票区 湯島公民館
第13投票区 市役所阿村出張所
第14投票区 樋合漁村センター
第15投票区 松島総合センター「アロマ」研修室

　この選挙は、私たちの願いを政治に反映させるための大切な選挙
です。皆さんの貴重な一票を棄権することがないよう、必ず投票し
ましょう。

■投票日　4月23日（日）
■投票時間　午前7時~午後6時
■投票所　配布する入場券に記載してありますのでご確認ください。
■問合せ先　上天草市選挙管理委員会（大矢野庁舎2階総務課内）
　☎0964（26）5526

1 当日投票所一覧
投票区 投票所

第16投票区 旧市役所松島庁舎跡仮設投票所
第17投票区 今泉地区多目的集会施設
第18投票区 教良木河内交流センター
第19投票区 内野河内コミュニティーセンター
第20投票区 牟田自治公民館
第21投票区 姫戸中学校体育館
第22投票区 姫戸体育館
第23投票区 樋島老人福祉センター
第24投票区 下桶川地区集会所
第25投票区 東風留地区集会所
第26投票区 龍ヶ岳体育館
第27投票区 大道地区集会所
第28投票区 池の浦地域学習センター
第29投票区 大作山地区集会所

投票できる要件
○年齢　投票日現在で満18歳以
上の人（平成11年4月24日ま
でに生まれた人）

○住所　平成29年1月15日まで
に住民票が作成され、引き続
き上天草市に住所を有する人
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２
月
17
日
（
金
）、
東
京
都
文
京

区
に
お
い
て
「
上
天
草
市
と
文
京
区

と
の
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

文
京
区
と
は
両
自
治
体
に
あ
る

「
湯
島
」
の
地
名
の
つ
な
が
り
か
ら
、

湯
島
天
満
宮
で
開
催
さ
れ
る
文
京
梅

ま
つ
り
に
平
成
26
年
か
ら
天
草
四
郎

観
光
協
会
と
湯
島
住
民
が
参
加
さ
れ

て
お
り
、「
湯
島
」
の
住
民
同
士
で

の
地
域
間
交
流
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
３
年
前
か
ら
、
学
問
の
神
様
と
し

て
有
名
な
湯
島
天
満
宮
の
押
見
守
康

（
お
し
み
も
り
や
す
）
宮
司
や
文
京

区
住
民
が
、
本
市
湯
島
に
宿
泊
し
、

島
民
と
交
流
を
深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
昨
年
７
月
に
は
、
成
澤
廣
修

（
な
り
さ
わ
ひ
ろ
の
ぶ
）
文
京
区
長

を
お
迎
え
し
、
湯
島
地
区
を
は
じ
め

月刊

市長室
月刊

市長室
なう

←　ちょっとこんな感じのものも

　　作ってみました…

月 刊

市長室
月 刊

市長室

湯島と湯島の
交流から

熊本地震発災後、文京区の民間２団体から災害見舞金を受領しました

毎年2月に開催される文京梅まつりには3

年連続参加。湯島大根や海産物など年々

認知度が上がり、上天草のブースには過

去最高の来場があり大盛況となりました。

天草五橋祭には湯島白梅太鼓保存会の皆

さまに出演していただきました。

文京区の民間団体が開催している「ねこまつり at 湯島」と天草四郎観光協会が連携を始めました。東京からの観光客の増加を見込んでいます。

2月27日に湯島天満宮から梅の木（紅梅、
白梅）6本の寄贈があり、湯島や大矢野総
合体育館などに植樹しました。

押見宮司（前列中央）他、文京区湯島の
住民の皆さんが湯島大根の収穫を体験し
ました。

／
す
で
に
交
流
は
始
ま
っ
て
い
ま
す

／

上
天
草
市
内
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

成
澤
区
長
は
、
湯
島
で
食
べ
た
ウ
ニ

が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
文
京
区
は
、
人
口
22
万
人
、
江
戸

の
面
影
を
残
す
史
跡
や
文
化
遺
産
の

多
い
歴
史
的
な
ま
ち
で
あ
る
と
と
も

に
、
東
京
大
学
を
は
じ
め
、
伝
統
あ

る
大
学
や
多
く
の
学
校
の
あ
る
文
教

の
地
「
文
の
京
（
ふ
み
の
み
や
こ
）」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
幕

末
期
に
は
旧
熊
本
藩
細
川
家
下
屋
敷

が
あ
り
、
現
在
は
、
肥
後
細
川
庭
園

と
し
て
文
京
区
が
管
理
運
営
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
、夏
目
漱
石
や
小
泉
八
雲
、

嘉
納
治
五
郎
な
ど
の
ご
縁
か
ら
熊
本

県
、
熊
本
市
と
も
友
好
的
に
交
流
を

し
て
お
り
、
熊
本
と
ゆ
か
り
が
多
い

自
治
体
で
あ
り
ま
す
。
嘉
納
治
五
郎

の
妻
は
、
上
天
草
市
出
身
の
漢
学
者

竹
添
進
一
郎
の
次
女
で
あ
り
ま
す
の

で
、
上
天
草
市
と
は
深
い
関
係
が
あ

り
ま
す
。

　
熊
本
地
震
発
災
後
に
文
京
区
長
か

ら
災
害
支
援
の
打
診
が
あ
り
、
協
議

を
重
ね
る
中
で
友
好
的
な
協
定
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
交
流
を
深
め
、
観
光
・
産

業
・
防
災
分
野
な
ど
多
方
面
お
け
る

協
力
関
係
を
築
き
、
上
天
草
市
と
文

京
区
、
双
方
の
地
域
社
会
の
発
展
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

13 広報上天草 122017. 3月号



まちのわだい TOWN TOPICS

　2月10日（金）、市役所松島庁舎で「松島町の暮ら
しを考える研究会」が開催されました。高齢化が進
む中、いつまでも住み慣れた松島町で暮らすことが
できるように、地域のみんなで考えようと、区長、
民生委員、老人会長など40人が参加しました。
　初回のこの日は、天草市社会福祉協議会の小浦係
長から『天草市の取組み』について講演があり、参
加者は熱心に聞き入りました。会では、今後も暮ら
しやすい地域を目指して話合いを重ねていく予定です。

松島町のくらしを考える研究会松島町のくらしを考える研究会

住み慣れた地域で
暮らしたい

 2／
10

　1月28日（土）に、松島総合センターアロマで、
「みんなでつなGo! かい ~上天草市男女共同参画
フォーラム~」が開催されました。
　講演会では、NPO法人男女共同参画おおたの坂
田静香理事長が『いまのままで大丈夫ですか ?大
震災時の避難所運営体制』と題して、高齢者や障が
い者、女性などの視点から見る避難所運営について
具体的な事例を交えながら話しました。この他、
龍ヶ岳中1年生の力強い龍神太鼓演奏や、人権に関
するパネル展示などもありました。

上天草市男女共同参画フォーラム

みんなでつなごう 1／
28

　2月19日（日）、大矢野町維和島でウオーキング
イベントがありました。1月末から毎週、市内で行
われている「上天草トレッキングフェスティバル」
の1コースで維和まちづくり委員会が主催。市内外
から500人を超える参加者があり、海と山を楽しみ
ながら歩きました。
　市内から参加した男性は「久しぶりの運動で筋肉
痛になりそう。でも、頂上からの景色が見れて大満
足」と汗をぬぐっていました。

癒しの維和島巡りウオーク

海と山を感じながら
心地よい汗2／

19

　2月12日（日）、第43回郡市対抗熊日駅伝が開催
され、ランナーたちは天草市役所前をスタートし、
びぷれす熊日会館前をゴールとする全14区間
（106.5km）でタスキをつなぎました。
　上天草市からは、市内在住・出身の選手で結成し
た代表チームが出場し、沿道からの声援を背に、各
選手、精一杯走り抜けました。結果は全19チーム中
8位でゴール。昨年の13位から大きく順位を上げ、
躍進賞を受賞しました。

熊日駅伝・昨年を大きく上回る８位でゴール

上天草市代表チーム大躍進!!2／
12

　2月8日（水）、上天草高校3年の広報特派員8人
が活動を終え、同校で報告会がありました。特派員
は、昨年4月に市から委嘱を受け、6月号から、４
班（１～３年生）に分かれ、隔月で広報紙の記事を
作成。若者の視点で市の魅力は発信しました。
　6月号で、熊本地震で感じた人の温かさについて
取り上げたグループの1人、渡辺孝二さんは「読む
人に分かりやすい表現を心掛けました。取材は大変
だったけど貴重な経験ができた」と話していました。

高校生特派員が活動報告

地域の魅力を確認しました2／
8

　1月22日（日）、第34回熊日郡市対抗女子駅伝が
開催され、びぷれす熊日会館前をスタート・ゴール
とする全7区間（28.4km）で、ランナーがタスキを
つなぎました。上天草市からは、市内在住・出身の
中・高校生で結成したチームで出場し、大学や一般
選手を含む他の郡市チームに負けないよう、各選手、
精一杯走りました。結果は全19チーム中18位。悔
しさをにじませる選手もおり、来年のレースはもっ
と頑張ろうと、チームの絆を深めました。

熊日女子駅伝・上天草代表が奮闘

絆を結ぶタスキ1／
22

　1月25日（水）、姫戸町の翔洋苑で家族介護教室
（市の委託事業）が開催され、10人の介護者が参加
しました。『20年後の自分を体験』と題し、重りや
耳栓などの装具を体に着け、加齢による身体的な変
化を知り、高齢者の気持ちやコミュニケーションの
取り方を体験。他にも、ベッドから車いすへの移乗
の際の安全な介護方法を学びました。参加者からは
「目が見えない、耳が聞こえないと言う親のことが
理解できました」などの感想が聞かれました。

家族介護教室

高齢者を疑似体験1／
25

　第39回熊本県中学新人バレーボール選抜優勝大
会熊本県予選会が、1月21日から28日にかけて菊
鹿あんずの丘多目的体育館グリーンパレスなどで開
催されました。この大会には県内の中学校125チー
ムが出場。大矢野中学校女子バレーボール部は見事
準優勝に輝き、3月25日から27日に鹿児島市で開
催される平成28年度アシックスカップ第34回九州
中学校バレーボール選抜優勝大会への出場権（2年
連続2回目）を手にしました。

県予選で大矢野中女子バレーボール部準優勝県予選で大矢野中女子バレーボール部準優勝

２年連続！
九州大会への切符を勝ち取る

1／
21~28
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♥
市立病院
だより

診 療 案 内

　
当
科
で
は
、
頸く

び部
か
ら
上
の
病
気
を
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
診
療
し
て
い
ま
す
。

　

耳
・
鼻
・
の
ど
だ
け
で
な
く
、
頸
部
、

顔
面
、
甲
状
腺
な
ど
頭
頸
部
の
疾
患
に
つ

い
て
診
療
し
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
、

風
邪
を
ひ
き
や
す
い
、
鼻
水
、
耳み
み

垢あ
か
、
め

ま
い
、
難
聴
、
に
お
い
や
味
覚
が
お
か
し

い
、
声
が
出
に
く
い
、
物
を
飲
み
こ
み
に

く
い
と
い
っ
た
症
状
も
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
以
下
の
点
は
当
科
で
よ
く
見
受

け
ら
れ
る
事
象
で
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
当
科
医
師
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

1. 

補
聴
器
の
購
入
・
調
整
は
、
耳
鼻
咽
喉

科
で
の
処
方
を
基
に
行
う
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。

2. 

耳
あ
か
を
掃
除
す
る
と
き
に
は
、「
つ

ま
よ
う
じ
」
や
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
で
は

な
く
、
濡
ら
し
た
細
い
綿
棒
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
取
れ
な
い
場
合
に
は
、

早
め
に
当
科
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
主
な
対
象
疾
患
・
症
状

○
耳み
み
鳴な
り
り

　
感か
ん
お
ん
な
ん
ち
ょ
う

音
難
聴
、
老ろ
う
じ
ん
せ
い

人
性
難な
ん
ち
ょ
う
聴
、
聴
ち
ょ
う

神し
ん

経け
い

腫し
ゅ

瘍よ
う
、
耳じ
か
ん管
開か
い
ほ
う
し
ょ
う

放
症

○
耳
が
聴
こ
え
な
い

 　
耳じ
こ
う
せ
ん
そ
く

垢
栓
塞
、
鼓こ

ま
く
せ
ん
こ
う

膜
穿
孔
、
突
発
性
難
聴
、

メ
ニ
エ
ー
ル
病
、
老
人
性
難
聴

○
耳じ
ろ
う漏
（
耳
だ
れ
）、
か
ゆ
い

 　
中
耳
炎
、
中
耳
が
ん
、
外
耳
道
炎

○
鼻
汁
（
鼻
水
）、
に
お
い
が
お
か
し
い

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
副
鼻
腔
炎
（
蓄

膿
（
ち
く
の
う
））、
副
鼻
腔
が
ん

○
の
ど
の
つ
ま
り

　

喉
頭
が
ん
、
咽
頭
が
ん
、
咽
喉
頭
炎
、

逆
流
性
食
道
炎
、
不
安
症

○
声
が
出
し
に
く
い

　
喉
頭
が
ん
、
声
帯
ポ
リ
ー
プ
、
声
帯
結

節
○
風
邪
を
ひ
き
や
す
い

　
扁
桃
炎
、
免
疫
不
全
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎

○
め
ま
い
・
ふ
ら
つ
き
・
立
ち
く
ら
み

　
良り
ょ
う
せ
い
ほ
っ
さ
せ
い
と
う
い

性
発
作
性
頭
位
め
ま
い
症
、メ
ニ
エ
ー

ル
病
、
前
庭
神
経
炎
、
起き

立り
つ

性せ
い

調ち
ょ
う

節せ
つ

障し
ょ
う
害が
い

○
味
が
お
か
し
い

　
副
鼻
腔
炎
（
蓄
膿
）、
微
量
元
素
不
足

○
顔
が
片
方
動
か
な
い

　
顔
面
神
経
麻
痺

■
主
な
検
査

　

聴
力
検
査
、
テ
ィ
ン
パ
ノ
メ
ト
リ
ー
、

中
耳
フ
ァ
イ
バ
ー
、　
鼻
汁
好
酸
球
検
査
、

鼻
・
喉
頭
フ
ァ
イ
バ
ー
、
フ
レ
ン
ツ
ェ
ル

眼
鏡
、
生
検
（
組
織
・
細
胞
）、
Ｃ
Ｔ
、

M
R
I
、
各
種
採
血
。

■
主
な
治
療

　

基
本
的
に
内
服
薬
、
外
用
薬
（
点
鼻
、

点
耳
）
に
て
適
切
な
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

耳
や
鼻
の
中
に
、
耳
あ
か
や
耳
だ
れ
、

青
バ
ナ
や
鼻
あ
か
が
あ
る
場
合
な
ど
に
は

清
掃
し
ま
す
。

　
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
根
治
的
治
療
で

あ
る
舌ぜ
っ
か
め
ん
え
き
り
ょ
う
ほ
う

下
免
疫
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

12
歳
以
上
が
対
象
で
す
。

・
め
ま
い
リ
ハ
ビ
リ
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
音
声
訓
練
：
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

が
行
い
ま
す
。

・
外
来
手
術
（
局
所
麻
酔
の
み
）

・
鼓
膜
チ
ュ
ー
ブ
留
置
術
（
10
分
程
度
）：

滲
出
性
中
耳
炎
に
対
し
て
鼓
膜
切
開
を

行
い
、
チ
ュ
ー
ブ
を
留
置
し
ま
す
。

チ
ュ
ー
ブ
は
半
年
か
ら
1
年
程
度
留
置

し
ま
す
。

・
鼓
膜
再
生
術
（
20
分
程
度
）：
鼓
膜
穿
孔

に
対
し
各
種
材
料
を
用
い
て
閉
鎖
を
行

い
ま
す
。

・
切
開
排
膿
（
10
分
程
度
）：
副
鼻
腔
や
頸

部
に
膿
が
た
ま
っ
て
い
る
場
合
、
同
部

を
切
開
し
、
膿
を
出
し
ま
す
。
抗
生
剤

だ
け
で
は
長
い
治
療
期
間
が
必
要
で
す

が
、
早
く
治
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

■
外
来
診
療
日

　
毎
週
火
・
金
曜
日　
午
前
11
時
30
分
ま

で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

月 火 水 木 金

内　　科
代謝内科

坂本
和田
古川（祥）
代謝内科
（熊大）

和田
溝部
古川（祥）
古川（歩）

樋口
坂本
中村

樋口
溝部
和田
守田

坂本
溝部
古川（歩）
応援医師

循環器内科 石井 前田 古川（祥） 山村
外　　科
消化器科 福田 城野 福田

蓮尾 城野 蓮尾

整形外科 藤松 上原 藤松
（午後）
木内

（胤末）
藤松

小児科 田原 田原 田原 田原 田原
産婦人科 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
耳鼻咽喉科 熊大 熊大
眼　科 粟井 竹下 竹下 竹下 竹下
皮膚科 尹
泌尿器科 小川

超音波・内視
鏡センター　

蓮尾
城野
古川（歩）

福田
蓮尾

城野
和田    

福田
蓮尾
古川（歩）

福田
城野

歯科・口腔外科 福田 福田 福田 福田 福田

月 火 水 木 金
教良木診療所 樋口 中村 応援 応援 古川（祥）
●診療受付時間は、午前8時30分から午前
11時30分までです。

●3月18日（土）から小児科外来は休診とな
ります。

●3月18日（土）から小児科医の退職に伴い
お産（分娩）の取扱いを休止します。

●3月27日（月）の眼科外来は休診となります。
●4月から内科の夕方診療は中止します。
●4月からの小児科外来は火曜、木曜に熊大
から診療予定です。

●4月7日（金）の眼科外来は休診となります。
●毎週木曜日の循環器外来は休診となります。
●泌尿器科は毎週火曜日に診療を行います。
●内科は木曜の午後5時から午後6時まで診
療を行います。

月 火 水 木 金

急患
担当

午前 城野 福田 蓮尾 福田 城野

午後 古川（祥）
（溝部）中村 中村 溝部

（坂本）古川（歩）

がんサロン

日時 3月24日金
午後1時30分～午後3時30分

場所 上天草総合病院6階講堂
☎0969（62）1122

熊本大学医学部附属病院
耳鼻咽喉科・頭頸部外科特任助教
非常勤医師　三輪徹

当院の耳鼻科紹介

看護補助者を募集します
　上天草総合病院では平成29年度の看護補助者を追加募集
します。
●募集職種　看護補助
●応募資格　特になし
●応募手続　履歴書を郵送又は持参
●試験日時　後日、本人に連絡します
●試験内容　面接
●申込み先　上天草総合病院総務課
　☎0969（62）1122

上天草総合病院地域連携会議
　昨年8月より始まった 「上天草総合病院地域連携会議」は、
第1回の全体会議の後、月に1回の頻度で、地区に分けて第6
回まで行いました。第7回となる今回は、再び全地区を対象
にした講演会となりました。（平成29年1月19日上天草総合
病院6階講堂）
　まず、第一三共株式会社の佐藤貴弘氏に「社会保障制度改
革に向けて」( 熊本県の状況を含めて）と題して、都道府県
別での熊本県は人口が減少していることや熊本県2次医療圏
で見ると葦北天草地区は75歳以上の人口も減少が予測され
ていることが示されました。また、医療報酬改定の基本方針
を提示しながら、患者の介護支援や在宅復帰に加算が付くこ
となど、地域包括ケアシステムの重要性について解説頂きま
した。
　次に和水町立病院総看護師長の松川美鶴氏に「地域での連
携工夫　~シームレスな関係づくりを目指して~」と題して
の講演となりました。
　近くの大きな救急病院に囲まれた小規模の町立の病院では、
急性期を過ぎた患者を地域包括ケア病床で受け入れ、回復
期・慢性期としての役割を担っていること。また、併設して
いる訪問看護ステーションや居宅介護支援事業所を利用して
周囲の介護施設と連携していることなど、病院での精力的な
活躍を熊本弁で熱く語っていただきました。
　会では参加者にアンケート記入をお願いしましたが、松川
氏の講演には、「楽しく聞けた」「元気をもらった」などの感
想が多くありました。
　天草・上天草地区においても、医療連携は重要で、さらに
連絡を密にしていきたいと考えております。

募集中
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ガイドガイド

■
「
腎
臓
」
は
悪
く
な
る
ま
で
自
覚

症
状
が
出
ま
せ
ん

　
「
腎
臓
」
は
、
一
日
も
休
ま
ず
に

お
し
っ
こ
を
作
り
続
け
る
働
き
者
の

臓
器
で
す
。

　
し
か
し
、
あ
る
程
度
機
能
の
低
下

が
進
行
し
て
し
ま
う
と
、
元
の
状
態

に
戻
す
の
が
難
し
い
臓
器
で
あ
る
こ

と
、
進
行
す
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
自
覚

症
状
が
出
な
い
と
い
う
２
つ
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
気
が
付
い
た
ら
透
析

が
必
要
な
状
態
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

■
透
析
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
…

　
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
尿

や
血
液
の
検
査
を
す
る
こ
と
が
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
腎
臓
の
状
態

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

○
尿
た
ん
ぱ
く
：
尿
検
査
で
分
か
り

ま
す
。
腎
臓
に
疲
れ
が
出
た
り
、

傷
が
あ
る
と
た
ん
ぱ
く
質
が
尿
に

漏
れ
出
し
ま
す
。

○
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン（
値
）：
血
液

検
査
で
分
か
り
ま
す
。
血
液
中
の

老
廃
物
で
腎
臓
か
ら
排
泄
さ
れ
ま

す
が
、
腎
臓
が
悪
く
な
る
と
血
液

中
に
溜
ま
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

数
値
が
高
い
と
腎
機
能
が
低
下
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
C
K
D
は
適
切
な
対
応
、
食
事

や
血
圧
の
管
理
、
お
薬
の
治
療
を
継

続
す
る
こ
と
で
進
行
が
予
防
で
き
ま

す
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
に
専
門

の
医
療
機
関
の
受
診
を
勧
め
ら
れ
た

ら
、
指
示
に
従
っ
て
必
ず
受
診
し
ま

し
ょ
う
。種　類 用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間

２か月児学級 バスタオル 20木 H29.  2

午後１時

～

１時15分

３～４か月児健診 バスタオル   4火 H28.12

６～７か月児健診
ハンカチ
または

ハンドタオル
26水 H28. 9

１歳６か月児健診 尿 11火 H27. 9

２歳児歯科健診 歯ブラシ
（仕上げ磨き） 13木 H27. 4

３歳児健診 聴力・視力
検査用紙 18火 H26. 3

【場所】上天草市保健センター
【用意するもの】母子手帳と問診票は、どの健診および学級でも必ず持参ください。
※2歳児歯科健診の問診票は会場で配布します。

乳幼児健診（4月）

育児相談 ・母子健康手帳交付 （4月）

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

生活環境課   3月・10月
17月・24月

午前9時30分～11時
（午前9時30分～ 9時45分）

市保健センター 19水
随時交付（手帳）

午前9時30分～11時
（随  時）

姫戸統括支所 7金・28金 午前9時～10時
（午前9時～ 9時15分）

龍ヶ岳統括支所 7金・28金 午前10時30分～11時30分
（午前10時30分～ 10時45分）

【用意するもの】　母子健康手帳
上記以外の日も随時各統括支所の窓口で母子健康手帳の発行を行っています。そ
の場合保健センターから後日連絡をし、保健師・栄養士の保健指導を行います。

意向調査票の提出はお済みですか？ 日 時間 場所
6日木、20日木 午後2時～ 天草保健所

☎0969（23）0172 ※要予約

精神保健相談（4月）

骨髄バンクのドナー登録を
　骨髄移植とは、白血病などによって、正常な造血が行わ
れなくなった患者の造血幹細胞を健康な方の造血幹細胞と
入れ替え、回復させる治療法です。 
　白血病などの患者を多く救うためには、一人でも多くの
ドナー登録が必要です。皆様のご協力をお願いします。  
■問合せ先　日本骨髄バンク　☎ 03（5280）1789

　3月上旬に「平成29年度住民健診意向調査票」を
世帯分まとめて青い封筒で送付しています。住民健
診を受ける人も受けない人も、調査票に必要事項を
ご記入の上、提出してください。
◆記入方法　お知らせチラシ※の6ページをご覧く
ださい。

◆提出方法　返信用封筒※にてご返送ください。
　各区長への提出はできません。
◆提出期限　3月17日（金）
※お知らせチラシと返信用封筒
は、意向調査票とあわせて送
付しています。

■問合せ先　健康づくり推進課
健康増進係

　☎0969（28）3356

■
C
K
D
（
慢
性
腎
臓
病
）

と
は
…　

　
慢
性
に
経
過
す
る
す
べ
て

の
腎
臓
病
を
指
し
ま
す
。
原

因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
生

活
習
慣
病
（
糖
尿
病
、
高
血

圧
）
や
慢
性
腎
炎
が
代
表
的

で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
の
関
連
も
深
く
、

誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

る
病
気
で
す
。
全
国
で

C
K
D
患
者
は
20
歳
以
上

の
成
人
の
8
人
に
1
人
と
考

え
ら
れ
、
新
た
な
国
民
病
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
〜
C
K
D
診
療
ガ
イ
ド

　
　
　
　
2
0
1
2
よ
り
〜

みんなで知ろう、みんなで防ごう
CKD（慢性腎臓病）
～毎年３月第２木曜は世界腎臓デー～

日 病院名〈診療科目〉 （所在地）電話番号

2

天草皮ふ科・内科
〈皮〉

（大矢野町中）
☎0964(59)0808

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎0969(58)3102

9

上天草内科呼吸器科
クリニック〈内・呼〉

（大矢野町登立）
☎0964(56)3100

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎0969(58)2148

16
佐々木整形外科

（大矢野町中）
☎0964(56)5550

上天草総合病院
（龍ヶ岳町高戸）
☎0969(62)1122

23

しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎0964(56)0005

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎0969(56)0052

29 毛利医院〈内〉
（大矢野町登立）
☎0964(56)2111

30

宮﨑外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎0964(56)0600

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）
☎0969(56)0899

日祝日在宅医 （4月）

【診療時間】　午前９時～午後５時
診療時間外は、事前に電話連絡をお願いします。
3月１日現在の予定表です。都合により変更することもありま
すので、休日在宅医自動電話案内（0969－23－1400）にお
問い合わせいただくか、市ホームページで確認ください。

（広報３月号健康ガイド小窓記事） 

 

 

２月下旬に「平成２９年度住民健診意向調査票」を世帯分まとめて青い封筒で

送付しています。住民健診を受ける人も受けない人も、調査票に必要事項をご記

入の上、提出してください。 

◆記入方法 お知らせチラシ※６ページをご覧ください。 

◆提出方法 返信用封筒※にてご返送ください。各区長への提出はできません。 

◆提出期限 ３月１７日（金） 

※お知らせチラシと返信用封筒は、意向調査票とあわせて送付しています。 

【問合せ先】健康づくり推進課健康増進係 ☎0969（28）3356 

意向調査票の提出はお済みですか？ 

万が一、提出期限を過

ぎても意向調査票は受

け付けますので、必ず

ご提出ください。 

万が一、提出期限を
過ぎても意向調査票
は受け付けますので、
必ずご提出ください。

夜間の子どもの急病時小児救急電話相談

短縮番号
（＃ 8000）

平　日：午後7時～翌朝8時まで
土曜日：午後3時～翌朝8時まで
日祝日：午前8時～翌朝8時まで

ダイヤル回線の場合　☎096（364）9999

■透析導入の原因疾患　上位3位（平成27年末）は？
　～日本透析医学会ホームページより～
〈第1位〉　糖尿病性腎症（文字通り糖尿病が原因です）43.7％
〈第2位〉　慢性糸球体腎炎（腎臓の糸球体という場所が傷んでしまったことが原因です）16.9％
〈第3位〉　腎硬化症（高血圧と加齢が原因で起こります）14.2％
★予防ができる生活習慣病「糖尿病性腎症」と「腎硬化症」を合わせると…　　57.9％

半数以上を占めていることが分かります。

　市では、尿検査や血液検査が受けられる上天草市国保特定健診を毎年実施しています。また、19～39歳
の人には生活習慣病健診を実施しています。この機会にぜひご利用ください。詳しくは、ご家庭に送付して
ある「平成29年度上天草市住民健診のお知らせ」をご覧ください。
■問合せ先　健康づくり推進課健康増進係　☎0969（28）3356

あなたの腎臓はどちらでしょう

★
腎
臓
（
背
中
側
に
2
つ
あ
り
ま
す
。）

見た目は元気。でも腎臓は？

健康ガイド
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図書館
だより

中央図書館 ☎0969（56）0777【アロマ呼出】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）
大矢野森記念図書館 ☎0964（56）3363【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後６時（土・日・祝日：～午後５時）

姫戸図書館 ☎0969（58）2525【姫戸統括支所呼出】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）
龍ヶ岳図書館 ☎0969（62）0930【図書館直通】
•開館時間　午前10時～午後５時（土・日・祝日：同）

【休館日】
　3月21日、27日、31日
　4月3日、10日、17日、24日、30日

地域教育力推進者セミナーを
開催します

❂

　上天草市では、30年後の子育て世代の定住人口増加という目標に
向け、子育て支援環境の充実を図るため「地域教育力醸成と安心子
育て支援の島づくり事業」を推進しています。この事業で、子ども
の教育や子育て支援に共助いただく皆さまの活動にお役立ていただ
けるようセミナーを開催します。参加費は無料です。お誘い合わせ
の上、ご参加ください。

移動図書館巡回日
《3月》　15日（姫戸）22日（龍ヶ岳）
《4月》　5日（大矢野）12日（中央）19日（姫戸）
　　　 26日（龍ヶ岳）
※雨天時は翌日に延期。小雨決行です。
※詳しい場所・時間は、お問い合わせください。
■問合せ先　社会教育課生涯学習係
　☎0969（28）3361

図書の寄贈（12月分）
　渡邊和典様、他2人にご寄贈いただきました。あり
がとうございました。

■図書館おはなし会（30分～１時間）
　3/18（土）午後2時～　龍ヶ岳図書館
　4/8（土）午前10時～　姫戸図書館
　4/8（土）午後2時～　森記念図書館2階
　中央図書館のおはなし会とママ応援センターのおは
なし会はお休みです。
※日程・場所変更の場合がありますので、各館にご確
認をお願いします。

■赤ちゃんおはなし会（約20分）
　お休みです。

〇地域読み聞かせサークルたんぽぽ
では市民を対象に朗読ボランティ
アの出前を行っています。

　「広報上天草」1月号にお年寄り、
障がいがある人、入院中の患者さ
んと書きましたが、ご希望があれ
ばどなたでも申込みできます。（※大矢野町内に限
ります）

　「本を読みたいけど自分で読むのが難しい」、「自分
でも読めるけど、人の朗読を聴いてみたい」とい
う人はお一人でもかまいません。お気軽にお申し
込みください。詳しくは大矢野森記念図書館まで
お尋ねください。

○ご自宅に郷土資料がありませんか ?
　これは郷土資料かな ?これは貴重な本じゃないか
な ?と思われる本がありましたら、図書館までご
連絡ください。

○返し忘れの本はありませんか
　引っ越しや家の片づけなどで忙しい時期ですが、
返し忘れの本がありましたら図書館まで返却をお
願いします。

図書館マンの主張！

❂

　この会議は「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界遺産登録の取組
みと、天草各地にあるキリシタン関連の文化財や遺産などの情報を天草全体で共有し、
歴史・文化を継承するとともに、観光、教育、地域づくりなどに活用するための気
運醸成を図ることを目的としています。
　2月17日（金）に開催された会議では、世界遺産登録に向けたこれまでの取組み
の説明や、天草のキリシタン文化遺産に関する講演会が行われ、参加者は熱心に聞き入っていました。
 「天草」が全国から注目を浴びるこの機会に、天草地域全体の活性化につながるさまざまな取組みを実施して
いきますので、皆さまのご協力をよろしくお願いします。

■日時　3月16日（木）午後3時~4時30分
■場所　姫戸地域振興センター多目的集会所

■日時　3月17日（金）午前10時 ~11時30分
■場所　大矢野総合体育館会議室

■日時　3月23日（木）午前10時 ~11時30分
■場所　龍ヶ岳統括支所大会議室

■日時　3月23日（木）午後3時~4時30分
■場所　松島総合センター「アロマ」研修室

「子どもと一緒に『学ぶ』
 場づくりの基本」

講師　田中尚人氏
熊本大学　政策創造研究教育センター
准教授・工学博士

「大人と子どもの絆を育む
ための基礎知識と実践」

講師　三角幸三氏
NPO法人チェンジライフ熊本理事・
内閣府地域活性化伝道師

本を借りて LINE ポイントを貯めよう
　図書館で本を借りると、返却
時にLINEポイントが貯まります。
たくさん本を借りてください。
■問合せ先　総務課秘書広報係
　☎0964（26）5525 【友だち登録】

『天草地域世界遺産登録推進連絡会議』
が発足しました

ふるさと発見 ⑩～姫戸町・龍ヶ岳町編～ 市史編さんコラム

西南の役と大作山の棒踊り（１）
　龍ヶ岳は薩摩藩と地理的にも近いことから、古くから交流が盛んに行わ
れていた。注目すべきは1877年に起きた西南の役。圭室諦成氏の著書
『西南役と熊本』では、「官軍の徴兵令実施に不服とする高戸組の村民ら数
百人が山中に籠った。」と記述されている。一方、大道の福田伊代治氏
（後の大道村長）は私学校西郷塾で学んだことから恩義を感じ、地元の若
者数人を引き連れて薩摩軍と合流し、荷役運搬に従事する傍ら「薩摩棒踊
り」を取得している。（近現代編担当　岩本雄介委員） ▲大作山の棒踊り

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ読書マラソン感想画コンクール結果
　昨年11月2日からことし1月9日にかけて実施
した第10回読書マラソンで、特別企画としてイ
ラスト部門のコンクールを実施したところ、531
人から素晴らしいイラストをいただきました。そ
の中でも特に優秀だった作品を特別賞として選出
しました。
☆特別賞受賞作品

　特別賞を受賞した人には、図書館からオリジナ
ルマグネットを贈呈します。

維和小学校１年生
ながまつりあんさん

今津小学校４年生
吉澤美羽さん

光保育園
くぼいっしんさん
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お知らせ

題
）
で
お
悩
み
の
人
の
ご
相
談

な
ど
、
消
費
全
般
に
関
す
る
ご

相
談
に
対
し
て
専
門
の
相
談
員

が
問
題
解
決
に
向
け
て
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。

▼
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　
も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
会
議
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
相
談
・
問
合
せ
先　
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

☎
生
活
環
境
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
所

　
家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
法
律
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
に
対
し
、
弁
護

士
が
指
導
お
よ
び
助
言
を
行
い
、

そ
の
問
題
の
解
決
ま
た
は
解
決

の
糸
口
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者　
本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

▼
開
設
日
時　
4
月
18
日（
火
）

午
後
1
時
～
午
後
5
時

▼
開
設
場
所　
松
島
庁
舎
1
階

相
談
室

▼
相
談
方
法　
面
談
方
式
（
た

だ
し
、
同
一
の
相
談
に
対
し

1
回
）

▼
相
談
時
間
お
よ
び
費
用　
1

人
1
回
30
分
間
。
費
用
は
無

料
で
す
。

▼
申
込
方
法　
完
全
予
約
制　

※
電
話
で
の
申
込
み
に
限
り
ま

す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど

で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
生
活
環

境
課
市
民
係　

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
４　

☎
生
活
環
境
課

４
月
の
行
政
相
談

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望

お
よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
開
設
日

▽
松
島　
4
月
6
日
（
木
）

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時
・
松

島
庁
舎

▽
大
矢
野　
4
月
13
日
（
木
）

　
午
後
1
時
～
午
後
4
時
・
大

矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　
生
活
環
境
課
市

民
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
４　

お
悩
み
の
時
は﹃
こ
こ
ん
﹄へ

　
C
O
C
O
N
（
こ
こ
ん
）
は
、

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、
不
登

校
な
ど
県
内
の
子
ど
も
・
若
者

を
対
象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口

で
す
。

　
対
象
は
、
県
内
（
熊
本
市
を

除
く
）
に
お
住
ま
い
の
15
歳
か

ら
40
歳
未
満
の
人
と
、
そ
の
ご

家
族
、
知
人
な
ど
で
す
。
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

熊
本
県
子
ど

も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
～
（
熊

本
市
東
区
）

　
☎
0
9
6（
3
8
7
）7
0
0
0

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
参
加
者
資
格

審
査
の
申
請
受
付

　
平
成
29
・
30
年
度
の
建
設
工

事
や
測
量
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す

る
た
め
の
資
格
審
査
申
請
の
受

付
け
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間　
4
月
1
日（
土
）

～
30
日
（
日
）（
土
・
日
、

祝
日
除
く
）

▼
受
付
時
間

9
時
～
15
時

（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

▼
受
付
場
所　
市
役
所
大
矢
野

庁
舎
２
階

▼
申
請
方
法　
持
参
ま
た
は
郵

送
（
書
留
郵
便
に
限
る
）

▼
提
出
書
類　
工
事
等
入
札
参

加
者
資
格
審
査
申
請
要
領
の

と
お
り

※
様
式
や
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
注
目
コ
ン
テ
ン
ツ
↓
入
札

契
約
内
）

▼
問
合
せ
先　
監
理
課
契
約
検

査
係

☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

危
険
物
取
扱
者
試
験

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

▼
試
験
の
種
類　
甲
種
、
乙
種

第
1
類
～
第
6
類
、
丙
種

▼
試
験
日　
6
月
11
日
（
日
）

▼
願
書
受
付

〇
書
面
申
請　
4
月
13
日（
木
）

～
20
日
（
木
）

〇
電
子
申
請　
4
月
10
日（
月
）

～
17
日
（
月
）

▼
試
験
地　
熊
本
市
、
八
代
市
、

天
草
市
、
玉
名
市

▼
願
書
の
配
置
場
所　
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支

部
、
熊
本
市
消
防
局
・
県
下

消
防
本
部
、
県
庁
消
防
保
安

課
に
3
月
22
日
（
水
）
以
降

配
置
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
（
一
財
）
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

税
の
ひ
ろ
ば

☎
税
務
課

3
月
の
納
税

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
10
期

▼
口
座
振
替
日　

3
月
27
日

（
月
）

▼
納
期
限　
3
月
31
日
（
金
）

▼
問
合
せ
先　
税
務
課
市
民
税

係
　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
1
9

国
税
だ
よ
り

▼
期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

　
納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
、
税
務
署
の
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
申
告
所
得
税
、
復
興

特
別
所
得
税
、
消
費
税
、
地
方

消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納

税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
引
落
し
の
「
振
替
納

税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
口
座
振
替
で
納

付
し
て
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

金
融
機
関
か
ら
領
収
証
書
の
送

付
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

29
年
か
ら
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
国
税
専
門
官
採
用
試
験

　
人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国

税
専
門
官
採
用
試
験
（
大
学
卒

業
程
度
）
の
受
験
者
の
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

　
申
込
受
付
は
平
成
29
年
3
月

31
日
（
金
）
か
ら
開
始
し
ま
す

の
で
、
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、

人
事
院
ま
た
は
国
税
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
☎
０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

○
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１ 

▼
問
合
せ
先　
天
草
税
務
署

　
☎
0
9
6
9
（
22
）
2
5
1
0

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名

義
変
更
の
お
願
い

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月

1
日
時
点
で
の
登
録
に
基
づ
き

軽
自
動
車
な
ど
の
所
有
者
に
１

年
分
を
納
め
て
い
た
だ
く
税
で
、

年
度
途
中
に
廃
車
や
名
義
変
更

を
し
て
も
月
割
で
の
課
税
は
あ

り
ま
せ
ん
。
転
居
に
よ
る
住
所

変
更
や
車
両
の
譲
渡
な
ど
を
し

た
人
は
、
4
月
1
日
ま
で
に
確

実
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
を
し
な
い
と
、
来
年
度
以

降
も
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
車
種
に
よ
っ
て
届
出
先
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
不
明
な
場
合

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
税
務
課
市
民
税

係
　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
健
康
づ
く
り
推
進
課

年
金
相
談
相
談
・
申
請

　
年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事

前
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
４
月
20
日
（
木
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
１
階
相

談
室

▼
予
約　
市
役
所
各
窓
口
ま
た

は
健
康
づ
く
り
推
進
課
国
保

事
業
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中

　
年
金
手
帳
を
準
備
し
て
、
お

電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
本
渡
年
金
事
務
所　
お
客
様

相
談
室

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

☎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　
契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、
多
重
債
務
（
借
金
問

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

︿
有
料
広
告
﹀

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  

集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ、一人で悩まずに無料電話相談をご利用ください。

〈ご予約受付時間〉平
日9:00 18:00～ 0120-013-621

□TEL 03-5363-6333
□http://precious-law.jp/
□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

【営業時間】 平日 9：00～18：00

生まれ

昭和16年7月2日～
昭和63年1月27日

50万円～
3,600万円 成功報酬制

着手金・相談料 無料

※ご遺族の方も給付金請求できます ※病態に応じて給付等の内容が異なります ※訴訟実費別途

型肝炎訴訟（給付金請求）
について 無料電話相談

対
象
者

給
付
金

弁
護
士
費
用

〈ご予約受付時間〉

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029

■2/13入稿 0213_熊本県_上天草市広報誌_電話相談h45w180_1c

 お悩みの時は『ここん』へ 
熊本県子ども・若者総合相談センター～COCON～は、ニート、ひきこもり、

不登校など県内の子ども・若者を対象とした総合相談窓口です。 
対象は、県内（熊本市を除く）にお住まいの 15 歳から 40 歳未満の人と、そ

のご家族、知人などです。一人で抱え込まずに、まずはご相談ください。 
▼問合せ先 熊本県子ども・若者総合相談センター～COCON～（熊本市東区） 

☎096-387-7000 
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お知らせ

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
の
開
設
希
望
者
を
募
集

　
市
で
は
「
第
6
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
開

設
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
の
公

募
を
行
い
ま
す
。

▼
募
集
期
限　
4
月
28
日（
金
）

※
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
課
保
険
給
付
管
理
係　

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
０

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

﹁
体
験
談
＆
説
明
会
﹂開
催

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
春

募
集
が
3
月
31
日
（
金
）
か
ら

5
月
10
日
（
水
）
ま
で
行
わ
れ

ま
す
。

　
募
集
に
合
わ
せ
、
事
業
概
要

の
説
明
や
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

体
験
談
・
活
動
紹
介
を
行
う

「
体
験
談
＆
説
明
会
」
も
開
催
。　

詳
し
く
は
、
J
I
C
A
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス

ク
熊
本

　
☎
０
９
６（
３
５
９
）２
１
３
０

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

の
﹁
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
﹂

　
平
成
29
年
度
の
加
入
受
付
が

３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活

動
・
地
域
活
動
を
行
う
４
人
以

上
の
団
体
で
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ
び

団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故

を
保
証
し
ま
す
。

　
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
年
額
8
0
0
円
～
、
高
校

生
以
上
の
大
人
は
活
動
内
容
に

よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
熊
本
支
部

　
☎
0
9
6（
2
1
3
）9
0
1
5

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

▼
日
時

〇
６
月
８
日
（
木
）
９
時
～
16

時
〇
６
月
９
日
（
金
）
９
時
30
分

～
15
時
40
分

▼
会
場　
天
草
広
域
連
合
消
防

本
部
（
天
草
市
）

▼
受
講
料　
３
８
０
０
円

▼
定
員　
60
人

▼
対
象
者　

天
草
管
内
に
居

住
・
勤
務
し
て
い
る
人

▼
申
込
方
法　
消
防
本
部
ま
た

は
最
寄
り
の
消
防
署
に
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、
最

寄
り
の
消
防
署
ま
た
は
、
天

草
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
天
草
広
域
連
合

消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
３
３
０
５

い
の
ち
の
電
話
相
談
員
養

成
講
座

▼
期
間

〇
前
期
講
座　
5
月
9
日
～
9

月
12
日

〇
後
期
講
座　
10
月
3
日
～
平

成
30
年
3
月
20
日

※
期
間
中
毎
週
火
曜
日
18
時
30

分
か
ら
20
時
30
分
に
実
施

▼
会
場　
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
中
央

セ
ン
タ
ー（
熊
本
市
中
央
区
）

▼
受
講
料　
各
講
座
1
万
5
千

円
程
度
。
詳
細
は
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い

▼
募
集
人
員　
40
人

▼
募
集
年
齢　
23
歳
以
上

▼
応
募
締
切　
4
月
28
日（
金
）

▼
問
合
せ
先　
熊
本
い
の
ち
の

電
話
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

天
草
圏
域
手
話
奉
仕
員
の

養
成
講
座

　
聴
覚
障
が
い
者
の
意
思
疎
通

支
援
を
担
う
手
話
通
訳
者
の
養

成
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
入
門
課
程
（
18
日
間
）　

4

月
6
日
～
8
月
10
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時
～

9
時

▼
基
礎
課
程
（
28
日
間
）　

9

月
7
日
～
平
成
30
年
3
月
29

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
午

後
7
時
～
9
時

▼
会
場　
天
草
市
本
渡
地
区
公

民
館

▼
受
講
資
格　
高
等
学
校
卒
業

以
上
の
学
力
を
有
し
、
手
話

通
訳
活
動
が
可
能
な
人

▼
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト

料
７
１
４
０
円
必
要
）

▼
受
講
申
込　
４
月
６
日（
木
）

か
ら
５
月
11
日
（
木
）
ま
で
、

会
場
で
テ
キ
ス
ト
料
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
（
一
財
）
熊
本

県
ろ
う
者
福
祉
協
会　

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）５
５
８
７

︻
熊
本
地
震
︼

追
悼
・
復
興
祈
念
行
事

そ
の
他

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
発
生
か

ら
間
も
な
く
1
年
が
経
ち
ま
す
。

県
で
は
、
4
月
14
日
（
金
）
に

追
悼
式
、
4
月
16
日
（
日
）
に
、

知
事
と
有
識
者
に
よ
る
「
復
興

祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
前
後
１

～
２
週
間
を「
復
興
祈
念
ウ
ィ
ー

ク
」
と
し
て
、
県
・
市
町
村
の

他
、
各
種
団
体
で
実
施
さ
れ
る

祈
念
行
事
に
つ
い
て
、
広
く
県

内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

参
加
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
県

Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
県
庁
広
報
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
０
２
７

4343

☎
生
活
環
境
課

ハ
チ
の
巣
に
ご
注
意
く
だ

さ
い

　
春
先
に
は
、
ハ
チ
に
巣
を
作

ら
れ
な
い
よ
う
に
早
期
に
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
自
宅
周
り

の
点
検
を
行
い
、
ハ
チ
に
侵
入

さ
れ
そ
う
な
と
こ
ろ
を
補
修
す

る
な
ど
の
対
策
は
防
止
策
と
し

て
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
防
護
服
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
が
、
防
護
服

を
着
た
か
ら
と
い
っ
て
刺
さ
れ

な
い
と
い
う
保
障
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ハ
チ
の
巣
を
駆
除
す
る
場

合
は
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
市
は
個
人
の
土
地
ま

た
は
家
屋
な
ど
に
で
き
た
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
、
土

地
な
ど
の
管
理
者
ま
た
は
所
有

者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

4343

☎
福
祉
課

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど

の
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
平
成
29
年
度
の
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な

ど
の
福
祉
手
当
額
が
改
定
さ
れ

ま
す
。

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

〇
1
級

　
月
額　
５
万
１
４
５
０
円

〇
２
級

　
月
額　
３
万
４
２
７
０
円

▼
特
別
障
害
者
手
当

　
月
額　
２
万
６
８
１
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当

　
月
額　
１
万
４
５
８
０
円

▼
経
過
的
福
祉
手
当

　
月
額　
１
万
４
５
８
０
円

▼
問
合
せ
先　
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
３

  

保険料の納付が困難な学生は
学生納付特例の手続きを

ねんきんで笑顔

　日本国内に住むすべての人は、20歳
になった時から国民年金の被保険者とな
り、保険料の納付が義務づけられていま
すが、学生は申請することで在学中の保
険料の納付が猶予される「学生納付特例
制度」が設けられています。本人の本年
度分の所得が基準額以下である人が対象
です。
　学生とは、大学（大学院）、短期大学、
高等学校、高等専門学校、専修学校、各
種学校など、ほとんどの学生が対象とな
ります。
■老齢基礎年金等との関係
　老齢基礎年金を受けるためには、原則
として保険料の納付済期間（保険料免除
期間を含む）が10年以上必要です。学
生納付特例の承認を受けた期間は、この
老齢基礎年金の受給資格期間に含まれま
す。ただし、老齢基礎年金の年金額の計
算対象となる期間には含まれません（経
済的に余裕がある場合は、保険料を納付
する方がお得です）。
■申請書の提出先
　上天草市に住所がある人は市役所で申
請できます。年金手帳、印鑑、学生証

（写し可）または在学証明書（原本）、退
職（失業）した人が申請を行う場合は、
退職（失業）したことを確認できる書類

（雇用保険受給者証、雇用保険被保険者
離職票等の写しなど）をご持参ください。
※平成29年度の申請は４月１日以降の
受付となります。
■問合せ・相談先　本渡年金事務所
　☎0969（24）2112
　健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3375

︿
有
料
広
告
﹀

上天草市シルバー人材センター　新規会員募集
高齢者の健康づくりや生きがいづくり、社会参加を応援します。

●入 会 資 格：上天草市内在住の方で原則60歳以上の健康で働く意欲のある方
●入会説明会：随時入会相談に対応いたします。お気軽にご連絡ください。
●主な就業内容：除草、剪定、大工、左官、屋内外の軽作業、家事援助、農作業など
■お問い合せ：上天草市大矢野町中₃₀₈₉番地1（公社）上天草市シルバー人材センター ☎₀₉₆₄-₅₉-₂₂₂₈

高齢者の健康づくりや生きがいづくり、社会参加を応援します。

公益社団法人

有料広告の画像（草刈りしているイラスト）を探してもらえませんか？ 
 
 
 
 
 
なければ、最悪これ ↓ を使います。 
  
 
 

▼地域密着型サービスの募集圏域

種別
日常生活圏域

大矢野 松島 龍ヶ岳
小規模多機能型
居宅介護 １カ所 １カ所 １カ所

認知症対応型
共同生活介護 １カ所 ― ―

　本渡年金事務所では年金相談予約
を実施中です。ご利用の際は前日ま
でにお電話ください。
☎ 0969（24）2112
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お知らせ

九
州
電
力
（
株
）
大
矢
野

営
業
店
変
更

　
3
月
16
日
か
ら
九
州
電
力
㈱

大
矢
野
営
業
店
が
寄
河
電
気
か

ら
汐
田
電
設
（
大
矢
野
町
中
）

へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
電
気
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
０
１
２
０

－

９
８
６

－

６
０
５
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

※
大
矢
野
営
業
店
の
区
域
は
、

天
草
1
号
橋
か
ら
3
号
橋（
大

矢
野
町
（
湯
島
を
除
く
）、
松

島
町
合
津
の
一
部
）ま
で
で
す
。

▼
問
合
せ
先　
九
州
電
力
株
式

会
社
宇
城
配
電
事
業
所

　
☎
0
1
2
0（
9
8
6
）６
０
５

☎
総
務
課

消
防
団
協
力
事
業
所
が
増

え
ま
し
た

　
市
で
は
、
消
防
防
災
力
の
充

実
を
図
る
た
め
、「
上
天
草
市

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
消
防
団
の
活
動
に

積
極
的
に
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
事
業
所
な
ど
の
申
請
に
基
づ

き
、
市
が
協
力
事
業
所
の
認
定

を
行
う
も
の
で
す
。
認
定
さ
れ

た
場
合
、
市
か
ら
「
協
力
事
業

所
表
示
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
１
月
16
日
に
、
新
た
に
次
の

事
業
所
が
協
力
事
業
所
に
加
わ

り
ま
し
た
。

▼
事
業
所
名　
有
限
会
社
渡
辺

建
設

▼
問
合
せ
先　
総
務
課
危
機
管

理
防
災
室

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
４
４

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
。

使
用
者
も
労
働
者
も

　
熊
本
県
内
で
事
業
を
営
む
使

用
者
は
、
定
め
ら
れ
た
最
低
賃

金
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

　
７
５
９
円 

（
平
成
28
年
12

月
15
日
～
）

▼
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、

船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用

機
関
製
造
業　

８
０
８
円 

（
平
成
28
年
11
月
24
日
～
）

▼
問
合
せ
先　
熊
本
労
働
局
賃

金
室

　
☎
０
９
６（
３
５
５
）３
２
０
２

お
詫
び
と
訂
正

　
2
月
号
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
「
月
刊
市
長
室
な
う
」
の
中

で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
莟

和
宏
さ
ん
の
お
名
前
（
漢
字
）

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
総
務
課
秘
書
広

報
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
５

205515

☎
監
理
課

入
札
情
報

□
入
札
日
▼
工
事（
委
託
）名
①

工
事（
委
託
）場
所
②
契
約
者
③

契
約
者
住
所
④
契
約
金
額
⑤
工

事
（
委
託
）
期
間

□
1
月
11
日
入
札
分

▼
永
目
地
区
公
園
整
備（
土
木
）

工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②（
有
）志
水
建
設

③
姫
戸
町

④
６
４
８
万
円

⑤
1
月
～
3
月

□
1
月
18
日
入
札
分

▼
成
合
津
地
区
道
路
災
害
復
旧

工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②（
有
）成
松
園

③
大
矢
野
町

④
２
３
６
万
５
２
０
０
円

⑤
1
月
～
3
月

▼
古
野
地
区
道
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
浦
上
産
業

③
大
矢
野
町

④
１
０
５
万
８
４
０
０
円

⑤
1
月
～
3
月

▼
成
合
津
地
区
畑
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②（
有
）成
松
園

③
大
矢
野
町

④
１
１
０
万
７
千
円

⑤
1
月
～
3
月

▼
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
山
頂
自
然

公
園
ト
イ
レ
改
修
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
３
３
６
０
番

地
47

②
橋
本
建
設

③
龍
ヶ
岳
町

④
２
６
７
万
８
４
０
円

⑤
1
月
～
3
月

▼
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
花
海
好

法
面
保
護
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
有
）池
田
工
務
店

③
大
矢
野
町

④
２
９
０
万
５
２
０
０
円

⑤
1
月
～
3
月

▼
大
道
漁
港
し
ゅ
ん
功
認
可
申

請
図
書
等
作
成
業
務
委
託

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

②（
株
）タ
ヒ
ラ
測
量
設
計
上
天

草
営
業
所

③
姫
戸
町

④
１
６
８
万
４
８
０
０
円

⑤
1
月
～
2
月

▼
貝
場
漁
港
地
積
測
量
図
作
成

業
務
委
託

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
株
）第
一
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
天
草
営
業
所

③
大
矢
野
町

④
１
５
９
万
８
４
０
０
円

⑤
1
月
～
2
月

▼
大
矢
野
農
山
村
広
場
公
園
東

屋
等
移
設
工
事

①
大
矢
野
町
中
１
１
５
８
２-

33

②
杉
田
建
設

③
大
矢
野
町

④
４
７
８
万
４
４
０
０
円

⑤
1
月
～
3
月

▼
市
道
谷
古
野
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
有
）和
田
工
務
店

③
大
矢
野
町

④
２
３
０
万
５
８
０
０
円

⑤
1
月
～
3
月

▼
上
天
草
港
海
岸
保
全
施
設
長

寿
命
化
計
画
策
定
業
務
委
託

①
松
島
町
今
泉
地
先

②（
有
）三
栄
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

上
天
草
営
業
所

③
松
島
町

④
２
６
４
万
６
千
円

⑤
1
月
～
3
月

□
1
月
25
日
入
札
分

▼
野
々
川
地
区
増
圧
ポ
ン
プ
設

備
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②（
株
）西
山
電
設

③
松
島
町

④
１
０
０
９
万
８
千
円

⑤
2
月
～
3
月

▼
野
々
川
地
区
配
水
管
布
設
工
事

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

②
天
栄
工
業（
株
）

③
松
島
町

④
１
０
４
２
万
２
千
円

⑤
2
月
～
3
月

□
1
月
31
日
入
札
分

▼
松
島
・
姫
戸
地
区
交
通
安
全

施
設
整
備
工
事

①
上
天
草
市
一
円

②
寺
中
設
備

③
姫
戸
町

④
２
２
５
万
７
２
０
０
円

⑤
2
月
～
3
月

▼
上
天
草
市
樋
島
保
育
園
屋
上

防
水
修
繕
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
１
２
８
７
番

地
1

②（
有
）福
井
建
設

③
龍
ヶ
岳
町

④
１
４
２
万
５
６
０
０
円

⑤
2
月
～
3
月

▼
大
矢
野
地
区
交
通
安
全
施
設

整
備
工
事
（
そ
の
1
）

①
大
矢
野
地
区
内

②（
資
）石
炭
建
設

③
大
矢
野
町

④
２
３
６
万
５
２
０
０
円

⑤
2
月
～
3
月

▼
大
矢
野
地
区
交
通
安
全
施
設

整
備
工
事
（
そ
の
2
）

①
大
矢
野
地
区
内

②
磯
口
建
設（
有
）

③
大
矢
野
町

④
１
７
７
万
１
２
０
０
円

⑤
2
月
～
3
月

▼
市
道
環
状
西
1
号
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
株
）山
口
工
務
店

③
大
矢
野
町

④
４
４
８
万
２
千
円

⑤
2
月
～
3
月

▼
山
中
2
号
橋
床
版
補
修
工
事

①
松
島
町
阿
村
地
区
内

②（
有
）山
本
建
設
工
業

③
松
島
町

④
１
１
２
万
３
２
０
０
円

⑤
2
月
～
3
月

▼
問
合
せ
先　
監
理
課
契
約
検

査
係

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
５
５
３
３

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
、

松
朗
園
、
翔
洋
苑
、
相
生
荘
、

き
ら
ら
の
里
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介

し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、

タ
カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
創
作
菓
子

工
房
ア
ロ
ー
ム
、
西
山
カ
ラ
オ

ケ
教
室
、
濱
口
民
謡
教
室
、
木

下
と
も
子
、
な
ご
み
、
高
戸

ソ
ー
ラ
ン
愛
好
会
龍
、
フ
ラ
愛

好
会
プ
ア
ナ
ニ
、
龍
ヶ
岳
町
老

人
ク
ラ
ブ
洗
濯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
尾
上
み
き
こ
、
汐
見
香

林
、
松
島
レ
イ
ク
、
猪
口
信

子
、
藤
乃
流
勢
浩
社
中
、
姫
戸

町
ひ
か
り
保
育
園

　

こんにちは、
地域包括支援センターです

認知症とは②
～予防～

　前号では、認知症の症状について掲載
しました。認知症は、本人の生活改善や
周囲の協力で発症を予防し、進行を遅ら
せることが可能です。今月号では、認知
症の予防について紹介します。
～認知症の予防法～
〇バランスのよい食事を
　栄養バランスを考えた食事をすること
で、認知症の原因となる病気を予防する
ことができます。塩分や脂質の摂りすぎ
に注意して肉や魚、野菜などバランスの
とれた食事を心がけましょう。
〇体を動かす習慣をつける
　ウオーキング、水泳、体操、サイクリ
ングなどの有酸素運動は、脳の血流が増
し、脳の血管の老化を遅らせます。
〇人との交流をもつ
　いろいろな人と話したり、近隣での活
動を共にしたりするだけで、記憶力や注
意力、計画力などを鍛えてくれます。積
極的な人とのふれあいが大切です。
〇脳の活性化を図る
　読書をしたり、日記をつけたりして脳
を活発に使う生活を送りましょう。
　今回紹介した予防法を例に、自分でで
きることや地域でできることに取り組ん
でみませんか？
■問合せ先　地域包括支援センター
　☎0969（28）3378

市のデータ
人　　口� 28,475人（-��45）
男　　性� 13,458人（-��29）
女　　性� 15,017人（-��16）
世　帯　数� 11,926戸（-����7）
市の面積� 126.15㎢　
平成29年1月31日現在（　）は前月比
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市ホームページに掲載するバナー広告を募集します

横160
縦
45

■募集枠数　10枠（先着順）
■バナー広告の規格
①大きさ（1枠）　縦45ピクセル・横160ピクセル
②画像形式　GIF（アニメーション GIF 不可）、

JPEG、PNG
③データ容量　10KB 以下
■掲載料金（1枠につき）
①市内事業者　5,000円／月
　市内に事務所、事業所、店舗、工場、営業所など

を有する事業者
②市外事業者　8,000円／月
　市内事業者以外の事業者

※掲載料金は一括前納となります。
※4月からの掲載を1年単位でお申し込みいただく

場合、1カ月分の掲載料金を割引きします。（市
内事業者の場合は年額60,000円が55,000円に）

■掲載期間　1カ月単位で複数月の掲載が可能（年
度をまたいでの申込みはできません） 

■募集期限　随時募集
※詳しくはお問い合わせください。
※申込方法など詳細は市ホームページに掲載してい

ます。
■申込・問合せ先　総務課秘書広報係
　☎0964（26）5525

■問合せ先　総務課危機管理防災室　☎0964（26）5544

　上天草市農業委員会では、平成29年度の農作業等標準労働賃金を次のとおり決定しました。農作業の受
委託をする際の目安としてご活用ください。

作業種目 作業内容 　　標準額（円） 備考

あらぐれ 畦ぬりが出来るまで 整備済田 6,000 10a 当たりその他 7,000

しろかき 田植えが出来るまで 整備済田 6,500 10a 当たりその他 8,500
あらぐれ・しろかき 同時仕上げ 11,000 10a 当たり
水田あとの平耕起 全面耕起 6,500 10a 当たり
水田あとの畝立 耕起と幅1m50㎝程度の畝立 8,500 10a 当たり
畦ぬり（機械） 1m あたり50円 50 1m あたり

田植機 乗用（苗代別） 6,000 10a 当たり

コンバイン 普通田 15,000 10a 当たり
倒伏田 18,000 ー

脱穀 脱穀 稲 350 コンバイン1袋麦 650
稲刈り機 バインダー（ひも代別） 6,000 10a 当たり
籾乾燥 乾燥後のコンバイン袋 450 コンバイン1袋

もみすり 作業場持ち込みの場合 400 玄米30㎏

その他
畑の全面耕起 6,000 10a 当たり

肥料散布（肥料別） 1,000 10a 当たり
農薬散布（農薬別） 1,500 10a 当たり

賃金 上記以外の農作業 5,800 1日（8時間）

平成29年度農作業賃金標準額
～農業委員会からのお知らせ～

　平成28年1月から12月までに締結（公告）された賃借料における賃借料水準（10a 当たり）は、以下の
とおりです。貸し手、借り手の当事者間で協議の上、賃借料を決定する目安としてご活用ください。

地区 区分 　　最高額（円） 　　最低額（円） 　　平均額（円）

大矢野町
田 15,000 5,000 9,700 
畑 15,000 5,000 11,500 

飼料（牧草等） 10,000 1,535 7,100 

松島町 田 6,000 5,000 5,500 
畑 6,000 5,000 5,500 

姫戸町 田 3,000 3,000 3,000 

平成29年度農地賃借料水準

○この金額は標準賃金価格ですので、農地条件、諸
事情により双方の話し合いで決定してください。

○隣接地の市町村でも異なる場合がありますので、
双方で協議してください。

○機械使用にかかる燃料は、機械主持ちとします。
○作業時間は、1日8時間労働を基準とします。
○熊本県最低賃金の715円（平成28年10月1日改

定）を下回らないようご注意ください。

○賃借料を物納支給（水稲）にしている場合、
60kg 当たり13,000円に換算しています。

○データ数が3件未満の地区は数値が偏る恐れがあ
るため表示していません。

○賃貸借がなかった地区においては、過去の実例や
周辺地区の金額を参考にしてください。
■問合せ先　農業委員会事務局
　☎0964（26）5530

避難情報の名称が変わります

避難指示

避難準備情報

避難勧告

避難指示（緊急）

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告

緊急に避難してください。外が危険な場合は、屋内
の安全な場所に緊急に避難してください。

速やかに避難を開始してください。外が危険な場合
は、屋内の高いところなど安全な場所に避難してく
ださい。

高齢者、体の不自由な人、小さな子どもがいる人、
避難に時間がかかる人、その避難を支援する人、川
沿いにお住まいの人は避難を開始してください。
なお、避難場所への避難が困難な場合は、近くの安
全な場所に避難してください。それ以外の人も気象
情報に注意し、危険を感じたら早めに避難してくだ
さい。

＜避難情報の種類＞ ＜とるべき避難行動のイメージ＞

変 

更 

後

　災害が発生する可能性が高まり、市民の皆さまの避難が必要になった場合に、
市は避難に関する情報を発令します。
　岩手県岩泉町の高齢者施設では、平成28年台風10号による水害で避難準備情
報の意味するところが伝わらず、適切な避難行動が行われなかったため、施設入
居者の男女９人が死亡する人的被害が発生しました。
　これを踏まえ、避難勧告などを受け取る側の立場に立った情報提供の在り方に
ついて検討が行われ、避難に時間を要する人が避難を開始する段階であることを
明確にするため、国の避難勧告等に関するガイドラインにおいて避難情報の名称
が変更されました。
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臨時に出る多量の家庭ごみの処理
　引っ越しなどに伴う多量の家庭ごみは、地区のごみステーションでは収集しませんので、清掃センターへ
自己搬入するか、市の許可を受けた業者へ収集運搬を依頼するなど適正な処理をお願いします。 　クラウドファンディングはプロジェクト（活動や

事業など）を支援したい人をインターネットでつな
ぐことにより、資金調達のみならず、ファンを増や
し、情報発信する手段として最近注目されています。
市では、こうした手法や活用方法などを広く皆さま
に知っていただき、地域おこしや事業に活用してい
ただくため、熊本県地域づくり資金調達協議会の構
成団体である一般社団法人ゆずり葉との協働により
クラウドファンディング説明会を開催します。申込
不要・参加費無料です。
■日時　3月24日（金）　午後6時30分～午後8時

30分（開場：午後6時）
■場所　市役所松島庁舎3階　大会議室
■内容

（1）購入型クラウドファンディングについて
（2）事例紹介
　　講師：一般社団法人ゆずり葉
　　　　　　代表理事　清水菜保子氏
■対象者
○地域づくり団体、NPO 法人、任意団体

○まちづくりに興味のある人
○新商品の開発や新規事業を考えている人
○まちのにぎわいや地域の課題解決などで「やりた

いコト」「つくりたいモノ」がある人　など
■その他
　説明会終了後に個別相談会を行います。（3団体
程度を予定【先着順】）
※相談者が多数の場合は、後日個別に対応します。
■問合せ先　企画政策課地域振興係
　☎0964（26）5511

地域づくりの新たな資金調達方法が学べます

クラウドファンディング説明会を開催します

<進学が決まった時>
　国保に加入している学生が修学のために家族と離
れ、他の市町村へ住所を移す場合には手続きが必要
です。
　上天草市に住所のない人は、原則として上天草市
国保の被保険者証を使うことができません。しかし、
特例として、進学を理由に他の市町村へ転出し、家
族からの仕送りなどで生計を維持している場合は、
申請すると上天草市国保に加入することができます。
進級した場合には毎年度申請が必要です。
○申請に必要なもの
　在学証明書または学生証のコピー、今お持ちの国
保被保険者証、印鑑、運転免許証などの身分証明書、
世帯主と特例に該当する人の個人番号の記載がある
もの（個人番号カードや個人番号通知カードなど）

<職場の健康保険等に加入された時>
　就職などで職場の健康保険などに加入した時には、
14日以内に市役所へ届出をお願いします。健康保
険の加入日（就職日など）以降は、上天草市国保の
被保険者証を使うことができません。健康保険の加
入日以降に、国保で医療機関を受診した場合には、
後日、医療費を請求することがありますのでご注意
ください。
○届出に必要なもの
　新しく加入した健康保険の被保険者証、国保の被
保険者証、印かん、運転免許証などの身分証明書、
世帯主と手続きが必要な人の個人番号の記載がある
もの（個人番号カードや個人番号通知カードなど）
■問合せ先　健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3354

学生の人・就職する人へ

国民健康保険からのお知らせ

■一般廃棄物収集運搬許可業者一覧

業者名 電話番号 許可エリア
有限会社大矢野清掃社 0964（56）4809 大矢野
八光海運株式会社熊本支店 0964（56）6000 大矢野
有限会社松島清掃社 0969（56）0598 松島
株式会社クリーン開発 0969（28）3130 松島・姫戸
龍ヶ岳清掃社 090（1199）3702 龍ヶ岳
クリーン龍ヶ岳 0969（62）0009 龍ヶ岳

■問合せ先　生活環境課環境衛生係　☎0964（26）5524

■ごみの直接持ち込み：松島地区清掃センター
搬入できる日時 電話番号 搬入料金

月曜 ~ 金曜日
○午前8時45分 ~12時
○午後1時 ~ 午後4時
※土日・祝日・年末年始は休み
※29日 ~31日は不燃物搬入禁止

0969（57）0161 50kg まで250円（10kg ごと追加で50円）
※分別された資源物は　無料

ふるさと納税 ３億３千万円突破！
　上天草市ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）は、
生まれ育った故郷・応援したい自治体・縁や興味の
ある地に寄付をしていただくと、一定の上限まで住
民税や所得税から控除される制度です。
　昨年度から、インターネットでの受付に加え、
1万円以上寄付をいただいた人へのお礼として特産
品等の贈呈を開始したところ、首都圏を中心に全国
から予想をはるかに超える金額の寄付をいただき、

今年度は3億3千万円（平成29年2月末現在）を突
破しました。
　応援してくださる皆さまのご期待に添えるよう、
有効な活用を検討し、使途については、引き続き広
報などでお知らせしていきます。
　なお、昨年度までいただいた寄附金から、今年度
は次の6事業に活用させていただきました。

寄付金を活用して実施した事業 金額
海運振興対策事業 300万円
天草五橋開通50周年事業 700万円
企画一般事務事業（VISIT あまくさ関連） 300万円
地域教育力醸成と安心子育て支援の島づくり事業 100万円
防災管理事務事業 100万円
移住促進事業 400万円

■問合せ先　企画政策課政策推進係　☎0964（26）5539
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就
任
当
初
は
、
様
々
な
関
係
機
関

に
ご
挨
拶
に
出
向
き
、
皆
さ
ん
に
温

か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

1
月
・
2
月
の
活
動
と
し
て
は
主

に
、
湯
島
の
島
づ
く
り
団
体
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
加
工
場
や
公
園
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
1
月
28
日
・
29
日
に
熊
本

市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
上
天
草
市
と

れ
た
て
市
場
」
に
島
民
の
皆
さ
ん
と

出
店
し
、
湯
島
大
根
商
品
の
販
売
・

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。（
商
品
ラ
ベ
ル

や
P
O
P
の
デ
ザ
イ
ン
も
担
当
）
2

日
間
販
売
す
る
予
定
で
し
た
が
、
売

れ
行
き
好
調
に
よ
り
1
日
で
完
売
し
、

改
め
て
湯
島
大
根
の
人
気
の
す
ご
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
F
a
c
e
b
o
o
k
や

ブ
ロ
グ
で
日
々
の
活
動
や
島
情
報
を

発
信
し
て
お
り
、
毎
回
多
く
の
人
に

見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

自
作
の
湯
島
大
根
も
収
穫
し
ま
し

た
。
完
全
無
農
薬
無
化
学
肥
料
の
有

機
栽
培
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
甘
味
が

大
矢
野
町
湯
島
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
莟
和
宏
さ
ん

の
コ
ー
ナ
ー
。
日
々
の
活
動
や
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す
。

強
く
、
島
民
の
皆
さ
ん
に
も
好
評
で

し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

隊
員
と
し
て
の
活
動
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の

人
と
協
力
・
連
携
し
、
一
歩
一
歩
着

実
に
湯
島
の
活
性
化
に
向
け
頑
張
り

ま
す
。

加工場公園の風景

地
域
お
こ
し
協
力
隊

Vol：1

市内の小中学校では、子ども議会で
決めたＳＢＰに取り組んでいます。
これは、学校の環境や児童生徒の

心を美しくしようという活動。
各学校の取組みを

紹介します。

Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

ＯＬ
　ＢＥＡＵＴＹ　ＰＲＯ

Ｊ
Ｅ
Ｃ
ＴＳＢＰ ～「そろえる」を合い言葉に、「高い大中（よりレベルの高い大矢野中）」

を目指して～

大矢野中学校

　これらの活動に取り組んできた成果として、学校全体が引き締まり、すがすがしい雰囲気で授業が進んで
います。これからも、全校で心をそろえ、愛校心をもち、地域に貢献できる「高い大中」をめざしていきます。
■問合せ先　学務課指導係　☎0969（28）3365

◆「校門一礼」
　登校時に校舎に正対し「おは
ようございます」と挨拶、一礼。
校舎への感謝の心をもち一日を
気持ちよくスタート。

　　　　　　　　　　　　　◆「そろえる」
　昇降口の靴のかかと、移動教室で誰もいなくなった教室の机、
椅子。乱さず、整えていくことで、目標やめあてにむかってみ
んなで頑張ろうとする気持ちもそろいます。

　　　　　　　　　　　　　◆「無言清掃」
　予鈴で清掃場所まで無言で移動し整列。清掃のめあてを確認
し、黙想。チャイムと同時に無言清掃。時間いっぱい学び舎を
きれいにします。

す
す
め
！

　
龍
ヶ
岳
地
区
に
あ
る
市
立
保

育
所
（
大
道
保
育
園
・
高
戸
保

育
園
・
樋
島
保
育
園
）
の
統
廃

合
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
と
し
て
平
成
20
年
3
月

「
上
天
草
市
立
保
育
所
適
正
化

実
施
計
画
書
」
が
策
定
さ
れ
、

統
合
の
時
期
を
平
成
24
年
4
月

1
日
と
し
て
3
園
を
1
園
と
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
統
廃
合
は
一
旦

見
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
況
の
入

所
児
童
数
の
減
少
や
、
施
設
の

老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費
な
ど
の

費
用
増
大
の
課
題
も
あ
り
、
今

年
度
、
再
度
龍
ヶ
岳
地
区
市
立

保
育
所
統
合
に
つ
い
て
保
護
者

説
明
会
を
開
催
し
、
保
護
者
の

同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年

11
月
に
「
上
天
草
市
立
保
育
所

適
正
化
審
議
会
」
を
開
催
し
園

舎
建
設
お
よ
び
統
合
す
る
時
期

を
諮
り
、
現
高
戸
保
育
園
に
統

合
保
育
園
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し
て
新
園
舎
を
建

設
し
、
統
合
す
る
時
期
に
つ
い

て
は
平
成
31
年
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月
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日
と
、

答
申
を
受
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ま
し
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平
成
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年
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月
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日
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て
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戸
保
育
園
を
廃
止
し
ま
す

の
で
新
園
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設
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平
成
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年
4
月
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日
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ら
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成
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年

3
月
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日
ま
で
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間
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れ
ま
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戸
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園
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す
）

　
な
お
、
不
明
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点
な
ど
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り
ま
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ら
、
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さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
福
祉
課
子
育
て

支
援
係

☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

龍
ヶ
岳
地
区
市
立
保
育
所
の
統
廃
合

　２月20日（月）、上天草市大矢野町と宇
城市三角町を結ぶ新天門橋（仮称）の橋桁
部分が連結しました。
　新天門橋は、熊本天草幹線道路の一部区
間（大矢野バイパス）として熊本県が整備
を進めているもので、昨年11月にアーチ部
分が完成。１月から始まった橋桁設置工事
は、５つのブロックに分けられ工事が進ん
でいましたが、この日、中央部の設置が完
了しました。
　自動車専用道路の大矢野バイパス（3.7
㌔）の中で最大の構造物。全長463メート
ルの橋で、完成すれば、ソリッドリブ形式
のアーチ橋の中では国内最長となります。

注目 topic

新天門橋の橋桁がつながりました
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臨時福祉給付金（経済対策分）
を支給します

①支給要件
■支給対象者　平成28年度分の住民税が課税

されていない人
※ただし、課税されている人に扶養されている

場合や、生活保護の受給者などは対象となり
ません。

■支給額　1人につき　15,000円
■基準日　平成28年1月1日
※対象と思われる世帯に、申請書をお送りして

いますのでご確認ください。
②申請方法
■申請先
1. 窓口で申請する場合：大矢野庁舎、松島庁舎、

姫戸・龍ヶ岳各統括支所で申請できます。
2. 郵送で申請する場合　同封の返信用封筒に

申請書などの必要書類を入れて、ポストに投
函してください。

■申請期間　3月1日（水）～8月31日（木）
■提出書類　申請書・対象者全員の身分証明

証・振込先の預金通帳の写し
■その他
・支給決定までに支給対象者が亡くなった場合

は、支給の対象外となります。
・基準日（平成28年1月1日）時点で住民票が

上天草市にある人が対象です。
・一定の住居を持たない人で、いずれの市区町

村にも住民票がない人は、基準日の翌日以降
であっても上天草市で住民票の手続きを行え
ば申請できます。

・DV 被害者で、他の市町村から住民票を移さ
ずに上天草市にお住まいの人は、上天草市で
申請を受け付けることができる場合がありま
すのでご相談ください。

③給付金の受取方法　申請書に記載した指定口
座に入金されます。

※金融機関口座を持っていないなど、振込によ
る支給が困難な場合には市役所で受け取るこ
とができます。

④ご注意
・原則として、申請期間外の申請は受け付けま

せんのでご注意ください。
・申請期間などは、各市区町村で異なります。

上天草市以外が申請先となる人は、事前にそ
の市区町村に問い合わせるか、ホームページ
などで確認してください。

⑤問合せ先
・申請方法など　上天草市役所福祉課福祉政策

係　☎0969（28）3381
・制度に関すること　厚生労働省　給付金に関

する専用ダイヤル　☎0570（0
オー！みな

37）1
 いいきゅうふ
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今
年
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、
上
天
草
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し
、
合
計
4
、
6
1
6
人
と
な
り

ま
し
た
（
12
月
末
現
在
）。
特
に

今
年
度
は
、
受
講
が
定
着
し
た
小

中
学
校
が
あ
っ
た
り
、
高
齢
者
が

利
用
す
る
施
設
職
員
の
受
講
が
増

え
た
り
し
て
、
目
標
で
あ
る
人
口

の
15
%
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
若
い

世
代
を
中
心
に
認
知
症
へ
の
理
解

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課
で
は
、
平

成
29
年
度
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

︿
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
﹀

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
受
講
し
た
人
を
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援

者
で
す
。
な
に
か
特
別
な
こ
と
を

や
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
講
座
実
施
主

体
（
上
天
草
市
）
を
通
じ
て
、
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
協

議
会
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
シ

ン
ボ
ル
グ
ッ
ズ
で
あ
る
「
オ
レ
ン

ジ
リ
ン
グ
」
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　
小
学
校
、
中
学
校
、　

高
校
、
専
門
学
校
、
P
T
A
、　

子
ど
も
会
、
職
場
、
商
店
・

ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
消
防
団
、
ま
ち
づ
く

り
関
連
団
体
、
文
化
・
趣
味
・

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
団
体
、　

老
人
会
、
婦
人
会
、
地
区
社
協　

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
な
ど

■
講
師　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
講
師
役
）

■
内
容　
認
知
症
の
症
状
や
行
動

に
つ
い
て
／
認
知
症
の
診
断
・

治
療
、
予
防
の
考
え
方
に
つ
い

て
／
認
知
症
の
人
と
接
す
る
と

き
の
心
が
ま
え
に
つ
い
て　
な
ど

■
所
要
時
間　
お
よ
そ
1
時
間
か

ら
1
時
間
30
分

■
受
講
費　
原
則
と
し
て
無
料

■
手
続
き　
受
講
を
希
望
す
る
団

体
の
代
表
者
は
、﹃
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
申
込

書
（
一
般
用
・
小
中
学
校
用
）﹄

に
必
要
事
項
を
記
入
し
上
天
草

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
上
天

草
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
希
望
日

時
に
開
催
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

課
（
直
通
）

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
７
８

　

上
天
草
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
本
所
）

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
２
４
５
５

平
成
29
年
度

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講
団
体
募
集

　昨年12月号と1月号で行った広報クイズにはたくさんのご応募をいただきありがとうございました。
当選者には地域の特産品をお届けしました。
■当選者
○12月号　小幡京子さん（大矢野町）、大田未佳さん（龍ヶ岳町）
○1月号　中田アケミさん（大矢野町）、木本美保さん（姫戸町）
■問合せ先　総務課秘書広報係　☎0964（26）5525

広報クイズ当選者発表
認知症協力応援隊員は認知症の人やその家族の力に
なります！
　上天草市では昨年12月、「認知症協力応援隊員」の第
3期生2人が誕生しました。「認知症協力応援隊員」とは、
認知症サポーター養成講座を受講した後、3日間の研修
を修了したボランティアのことで、市内に22人います。
現在、認知症の人の話し相手やグループホームでの活動
など、積極的に地域での活動に取り組んでいます。
■問合せ先　上天草市社会福祉協議会　認知症地域支援

推進員　☎0964（56）3470
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世
界
ボ
ク
シ
ン
グ
機
構
（
Ｗ

Ｂ
О
）
ミ
ニ
マ
ム
級
暫
定
王
座

決
定
戦
が
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

ア
ロ
マ
で
行
わ
れ
、
前
日
本
王

者
で
同
級
２
位
の
福
原
辰
弥
選

手
（
本
田
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
熊

本
市
）
が
同
級
１
位
の
モ
イ
セ

ス
・
カ
ジ
ェ
ロ
ス
選
手
（
メ
キ

シ
コ
）
に
２
対
１
で
判
定
勝
ち

し
、暫
定
王
者
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
ジ
ム
所
属
の
世
界
王
者
が

誕
生
す
る
の
は
初
。

　
試
合
は
、
両
者
激
し
い
打
ち

合
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
最
後

は
、
し
つ
こ
く
左
ボ
デ
ィ
ー
ブ

ロ
ー
を
効
か
せ
続
け
た
福
原
選

手
に
軍
配
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
判
定
が
告
げ
ら
れ
る
と
、
会

場
は
歓
喜
に
包
ま
れ
、「
福
原

あ
り
が
と
う
、よ
く
頑
張
っ
た
」

と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
福
原
選
手
は
、
今
後
、
正
規

王
者
の
高
山
勝
成
選
手
と
の
対

戦
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

Ｗ
Ｂ
О
暫
定
王
座
決
定
戦
が

上
天
草
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

福原選手が暫定世界王者に2017

333
No.166

2017

3
No.166

3月１日　上天草高等学校卒業式

発
行
･編
集
／
上
天
草
市
総
務
課
　
〒
869-3692 上

天
草
市
大
矢
野
町
上
1514

TEL.0964-56-1111　
FAX.0964-56-4972

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス：http://w

w
w
.city.kam

iam
akusa.kum

am
oto.jp/

●天草五橋奨学金返還支援制度…P８
●市議会議員一般選挙投票日…P10
●月刊市長室なう…P12
●まちのわだい…P14
●市立病院だより…P16
●健康ガイド…P18
●生涯学習・図書館だより…P20
●お知らせ…P22

●天草五橋奨学金返還支援制度…P８
●市議会議員一般選挙投票日…P10
●月刊市長室なう…P12
●まちのわだい…P14
●市立病院だより…P16
●健康ガイド…P18
●生涯学習・図書館だより…P20
●お知らせ…P22

●特集
　海を舞台にはたらく…P２
●特集
　海を舞台にはたらく…P２

3
2017

平成29年
3月15日

No.166

ふるさと納税の輪を広げよう
ご親戚、ご友人に

　ふるさと納税は、市にとって貴重な財源となるだけで
なく市の特産品を全国にＰＲできるため、地域の活性化
につながります。
　寄付者は、お礼品に加え、住民税などが軽減される
というメリットがあります。ぜひ、市外にお住まいのご
親戚、ご友人などに上天草市へのふるさと納税をご紹
介ください。

▼
ア
ロ
マ
で
開
催
さ
れ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
戦
で
は
、

リ
ン
グ
サ
イ
ド
の
す
ぐ
そ
ば
に
陣
取
っ
て
取
材
し
ま
し

た
。広
報
担
当
の
特
権
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、迫

力
あ
る
試
合
を
間
近
に
感
じ
て
き
ま
し
た
。▽
熊
本
地

震
か
ら
の
復
興
に
取
り
組
む
熊
本
で
世
界
戦
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
本
当
に
意
義
が
あ
る
こ
と
で
す
。会
場
に

来
れ
な
か
っ
た
人
も
含
め
大
勢
の
人
が
勇
気
づ
け
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。発
生
か
ら
や
が
て
一
年
。一
日
も
早
い

復
興
を
祈
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｉ
）

▼
先
日
、人
吉
で
開
催
さ
れ
た
広
報
担
当
の
協
議
会
に

出
席
し
ま
し
た
。協
議
会
で
は
、各
市
の
広
報
に
対
す

る
思
い
や
現
状
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、ま
た
、ツ
イ
ッ

タ
ー
や
ラ
イ
ン
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
状
況
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
も
あ
り
、以
前
と
比
べ
広
報
の
あ
り
方
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。今
回
学
ん
だ
こ

と
を
も
と
に
、も
っ
と
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
広
報
上

天
草
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。　
　
（
Ｎ
）

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）

編  

集  

後  

記

LINE@上天草市上天草市HP
再生紙を使用しています。

あ
り
が
と
う
。

未
来
に
羽
ば
た
き
ま
す


